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　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年創設され、現在約 85 の
国と地域が加盟しています。

　

皆
様
に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
は
、
85
の
各
国
セ
ン
タ
ー
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
世
界
大
会

が
２
０
１
１
年
以
来
３
年
ぶ
り
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
都
エ
レ

バ
ン
で
開
催
さ
れ
、私
も
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
世
界
で
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
し

た
長
い
歴
史
を
持
つ
国
で
あ
り
、
世
界
遺
産
の
古
い
教
会
が

い
く
つ
も
残
っ
て
い
ま
す
。
街
の
中
心
部
の
狭
い
エ
リ
ア
に

た
く
さ
ん
の
劇
場
が
密
集
し
て
お
り
、
こ
こ
が
演
劇
の
盛
ん

な
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
世
界
大
会
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
理
事
国

改
選
の
選
挙
で
は
、
日
本
セ
ン
タ
ー
は
残
念
な
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
韓
国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

セ
ン
タ
ー
も
得
票
数
が
投
票
数
の
過
半
数
に
至
ら
ず
、
落
選

の
憂
き
目
を
見
ま
し
た
。
こ
の
両
国
セ
ン
タ
ー
は
と
も
に
過

去
に
優
れ
た
実
績
を
残
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
を
送
り
出
し
（
キ

ム
・
ジ
ョ
ン
オ
ク
氏
と
ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ム
ダ
氏
）
Ｉ

Ｔ
Ｉ
に
長
く
貢
献
し
て
来
た
組
織
で
あ
り
、
日
本
も
ま
た
、

財
政
の
苦
し
い
中
、内
村
賞
で
貢
献
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、

関
係
者
も
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
今

回
の
大
会
の
開
催
準
備
に
奔
走
し
、
ホ
ス
ト
役
を
無
事
に
務

め
た
ア
ル
メ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
も
選
に
漏
れ
る
な
ど
、
い
く
つ

も
不
思
議
な
結
果
が
重
な
り
ま
し
た
。

　

曽
田
事
務
局
長
の
報
告
に
も
あ
る
通
り
、
今
回
大
会
で
の

退
任
が
決
ま
っ
て
い
た
マ
ジ
ュ
ム
ダ
前
会
長
は
、
閉
会
時
の

退
任
挨
拶
の
中
で
、「
驚
く
べ
き
結
果
」
と
い
う
表
現
こ
そ

用
い
た
も
の
の
、
同
時
に
「
私
は
民
主
主
義
を
信
じ
る
（I 

believe in D
em

ocracy

）」
と
毅
然
と
述
べ
て
不
信
や
不
満

を
語
ら
ず
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
は
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ひ

と
つ
）
の
モ
ハ
メ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ム
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
会
で
、
パ
リ
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
局
が

中
国
・
上
海
へ
移
転
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
今
年

4
月
よ
り
）。
今
後
、
中
東
や
中
国
な
ど
が
有
力
な
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
っ
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
を
支
え
て
い
く
構
図
は
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
大
会
で
感
じ
た
こ
と
は
、
国
内
向
け
に
事
業
を
行
う

だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
海
外
に
デ
ジ
タ
ル
発
信
し
て
い

く
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
各
国
セ
ン
タ
ー
が
形
成
し
て
い
る
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
活
動
の
再
構
築
を
は
か

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
の
中
の
日
本
セ
ン
タ
ー

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
シ
ン
ク
ロ
を
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全
体
会
議
で
の
主
な
審
議
・
議
決
事
項
は
、
次

の
通
り
。

▽
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
局
の
上
海
へ
の
移
転 

〈
承

認
〉　

こ
れ
に
伴
う
Ｉ
Ｔ
Ｉ 

と
上
海
市
と
の
合
意

書
調
印
式
は
、
10
月
に
パ
リ
本
部
で
行
わ
れ
、
移

転
は
今
年
４ 
月
の
予
定
。

▽
事
務
局
の
所
在
地
変
更
と
連
絡
事
務
所
設
置
に

係
る
規
約
改
正 〈
承
認
〉

　
　

日
本
、
国
際
本
部
理
事
当
選
な
ら
ず

▽
国
際
理
事(Executive Com

m
ittee)

選
挙

　

投
開
票
の
結
果
、
理
事
当
選
国
（
セ
ン
タ
ー
）

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
キ
ュ
ー
バ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
（
以
上
、
第
１
ラ
ウ
ン
ド
・
新
規
）、

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
中
国
、
キ
プ
ロ
ス
、
フ
ジ
ャ

イ
ラ
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス

ロ
ベ
ニ
ア
、ス
ー
ダ
ン
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ス
イ
ス
、

Ｕ
Ｓ
Ａ
（
以
上
、
第
２
ラ
ウ
ン
ド
・
継
続
）
の
16

セ
ン
タ
ー
。

　

落
選
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
日
本
、
韓
国
の
５
セ
ン
タ
ー
。

　

新
会
長
に
は
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
）
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア
フ
カ

ム
氏
が
選
出
さ
れ
た
。（
副
会
長
は
こ
れ
ま
で
の

２
人
か
ら
４
人
に
増
員
）

　

そ
の
他
の
提
案
（
動
議
）
に
よ
る
主
な
議
決
事

項
は
次
の
通
り
。

ＩＴＩ第 34 回世界大会アルメニアで開催

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
局
パ
リ
か
ら
上
海
へ

新
会
長
に
モ
ハ
メ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ム
氏

フ
ジ
ャ
イ
ラ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
創
設
か
ら
67
年
目
、
本
部
事
務
局
が
パ
リ
の

ユ
ネ
ス
コ
本
部
を
離
れ
て
上
海
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
承
認
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
第
34
回
世
界
大
会

は
、
２
０
１
４
年
11 

月
17 

日
～
11 

月
22 

日
の
６
日
間
、

国
と
地
域
の
48
セ
ン
タ
ー
、
約
２
４
０
名
が
集
ま
っ
て
ア

ル
メ
ニ
ア
の
首
都
エ
レ
バ
ン
で
、
ア
ニ
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

ほ
か
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
永
井
多

恵
子
会
長
、
曽
田
修
司
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
小
田
切

洋
子
理
事
、
日
本
セ
ン
タ
ー 

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
門
田
美

和
、中
島
香
菜
の
５
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
安
宅
り
さ
子
理
事
（
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
）

が
出
席
し
ま
し
た
。
全
体
会
議
で
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
上
海
移

転
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
新
会
長
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

の
モ
ハ
メ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ム
氏
＝
写
真
＝
が

選
出
さ
れ
「
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ

る
。
先
任
者
の
労
を
多
と
し
、
新
執
行
部
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
国
際
本
部
理
事
選
挙
で

は
日
本
は
当
選
を
逸
し
ま
し
た
。（
報
告
・
曽
田
修
司
）

ITI 第 34 回世界大会で選出された新理事たち
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▽
国
際
貿
易
交
渉
に
お
け
る
知
的
財
産
交
易
の
自

由
化
と
舞
台
芸
術
へ
の
適
用
に
反
対
す
る
決
議
。

▽「
芸
術
家
の
地
位
」に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
レ
ポ
ー

ト
に
支
持
連
帯
を
表
明
す
る
こ
と
。

▽
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
（
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
多
様

性
に
関
す
る
委
員
会
）
の
中
に
３
つ
の
サ
ブ
コ
ミ

テ
ィ
ー
を
作
る
。

　

① Theatre in Conflict Zones 

紛
争
地
域
の

演
劇
。

　

② Staging Cultural Identity 
文
化
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
舞
台
化
。

　

③ Theatre for Social Change 

社
会
変
革

の
た
め
の
演
劇
。

▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
各
種
提
案　

ユ

ネ
ス
コ
設
立
70
周
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
ア
ー
ト

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
今
年
5 

月
）
に
、
障

害
者
、
難
民
、
被
災
者
等
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
な
ど
。

▽
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
憲
章
を
変
更
し
、
国
別
セ
ン
タ
ー
で

な
く
、
一
国
の
中
に
複
数
の
セ
ン
タ
ー
を
認
め
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

こ
の
動
議
に
は
議
論
百
出
で
、
今
後
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
合
意
。

　

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
は
次
の
通
り
。

▽
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
を
ラ
ジ
オ
（
将
来
は
テ
レ
ビ
で

も
）
で
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
イ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
）

▽
国
際
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
現
代
文
化
に
お

け
る
政
治
的
演
劇
を
再
考
す
る
」（
イ
ス
ラ
エ
ル

セ
ン
タ
ー
）

▽
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ス
（
地
球
）・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
共
同
制

作
を
行
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同
上
）

▽
エ
レ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
賞
の
創
設
（
イ
タ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
）

　
　

国
際
本
部
事
務
局
上
海
移
転
の
経
緯

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
移
転
は
、
世
界
大
会
が
間
近
に

迫
っ
た
11
月
４
日
、
本
部
事
務
局
か
ら
各
国
セ
ン

タ
ー
に
送
ら
れ
た
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
は
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
運

宣
言　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
入
国
ビ
ザ
の
公
正
な
発
給
に
つ
い
て
関
係
諸
機
関
に
要
請
す
る

　

こ
れ
ま
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
財
務
状
況
に
つ

い
て
は
国
際
理
事
会
（EC m

eeting

）
の
討
議
・

報
告
の
際
資
料
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

国
際
理
事
以
外
の
目
に
と
ま
る
機
会
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
世
界
大
会
で
初
め
て
配
布

さ
れ
た
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
レ
ポ
ー

ト
」
と
い
う
カ
ラ
ー
冊
子
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
財
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
近
年
の

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
活
動
は
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
を
構
成
す
る
首
長

国
の
う
ち
の
シ
ャ
ー
ル
ジ
ャ
の
ス
ル
タ

ン
か
ら
の
寄
附
金

（
２
０
１
１
、
12

年
度
に
約
22
万
ユ
ー
ロ
ず
つ
、
13
年
度
に
15
・

7
万
ユ
ー
ロ
）
及
び
フ
ジ
ャ
イ
ラ
の
ス
ル
タ
ン

か
ら
の
寄
附
金
（
13
年
度
に
約
10
万
ユ
ー
ロ
）

な
ど
、
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
に
大
き
く
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
以
降

は
上
海
市
が
事
務
局
経
費
の
負
担
と
ス
タ
ッ

フ
の
雇
用
増
に
同
意
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
国
際
理
事
（EC m

em
ber

）

と
し
て
活
動
し
て
来
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
（
フ

ジ
ャ
イ
ラ
）
の
モ
ハ
メ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア

フ
カ
ム
氏
は
、
今
回
の
理
事
改
選
の
結
果
、
Ｉ

Ｔ
Ｉ
の
次
期
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
か
ら
チ
ャ
イ
ナ
マ
ネ
ー
へ

ＩＴＩ国際本部の財務状況
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営
資
金
の
確
保
に
努
め
て
き
て
お
り
、
現
在
は
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
シ
ャ
ー
ル
ジ
ャ
の
ス
ル
タ

ン
と
フ
ジ
ャ
イ
ラ
の
首
長
の
援
助
に
よ
っ
て
財
政

が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
体
制
の
ま
ま
で

資
金
援
助
を
求
め
る
や
り
方
も
あ
る
が
、
他
組
織

の
例
（O

ISTAT,ASSITEJ

）
を
見
る
と
、
ど
こ

か
（
国
、
自
治
体
な
ど
）
が
事
務
局
を
引
き
受
け

る
こ
と
で
運
営
面
で
の
援
助
を
得
る
や
り
か
た
も

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
両
方
向
で
支
援
者
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
い
く
つ
か
の
国
、
地
域
か
ら
事
務
局
誘
致
に

よ
る
支
援
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
っ
と

も
熱
心
だ
っ
た
の
が
上
海
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
上
海
市
は
、事
務
局
経
費
の
負
担
と
と
も
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
増
に
合
意
し
て
い
ま
す
。
上
海

市
の
予
算
の
一
部
は
、
上
海
市
、
上
海
戯
劇
学
院

と
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
上
海
市
当
局
の
意
向
は
、
上
海
が
常
に

舞
台
芸
術
と
文
化
で
世
界
に
知
ら
れ
、
世
界
の
芸

術
文
化
が
上
海
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

移
転
は
、
９
月
に
パ
リ
で
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｃ
（
理

事
会
）
で
決
議
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
憲
章
に
従
い
、

11
月
の
世
界
大
会
で
承
認
を
得
ま
し
た
。
移
転
後

の
事
務
所
の
所
在
地
は
、
今
年
1 

月
に
決
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。
事
務
局
の
移
転
に
伴
い
、
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン

コ
ー
ネ
氏
は
上
海
に
移
住
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
移

動
を
検
討
中
で
す
。

　
　

国
際
本
部
理
事
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
選
挙
の
ル
ー
ル
上
、
理
事
の
最
大

数
は
２
０
名
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
候
補

者
は
、
得
票
の
上
位
２
０
位
ま
で
に
入
り
、
な
お

か
つ
、
投
票
者
数
の
過
半
数
の
支
持
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。今
回
の
投
票
総
数
は
、48
で
あ
っ

た
の
で
、
上
位
20
位
ま
で
に
入
っ
て
25
票
を
得
て

い
れ
ば
当
選
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま

で
の
例
に
反
し
て
、
今
回
は
得
票
数
が
25 

票
に

達
し
な
か
っ
た
候
補
（
セ
ン
タ
ー
）
が
５
つ
あ
り
、

当
選
数
は
16
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
最
大
数
の
枠
ま
で
余
裕
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
16
名
し
か
当
選
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
意

外
な
結
果
と
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

前
期
か
ら
継
続
す
る
理
事
候
補
（
セ
ン
タ
ー
）
に

投
票
す
る
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

日
本
、
韓
国
の
ア
ジ
ア
勢
が
そ
ろ
っ
て
落
選
し
た

こ
と
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
結

果
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
事
務
局
の
上
海
移
転
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
勢
の
投
票

に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
（
ア
ジ
ア
の
影
響
力

が
強
ま
る
の
を
嫌
っ
た
）
と
の
観
測
も
あ
り
ま
す

が
、実
際
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
す
。一
方
で
、日
本
、

韓
国
両
セ
ン
タ
ー
は
、
最
近
、
理
事
会
へ
の
出
席

や
貢
献
度
が
少
な
か
っ
た
の
が
影
響
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

考
え
方
で
行
け
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

が
落
選
し
た
の
は
や
は
り
不
可
解
で
す
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ

ム
ダ
前
Ｉ
Ｔ
Ｉ 

会
長
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
は
、

世
界
大
会
終
幕
の
退
任
の
挨
拶
の
中
で
、「
選
挙

の
結
果
は
、驚
く
べ
き
も
の
（surprising

）
だ
っ

た
が
、
我
々
は
民
主
主
義
を
信
じ
て
い
る
」
と
述

べ
て
、
結
果
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
今
回
の

結
果
は
最
善
の
選
択
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
伺
わ
せ
る
発
言
を
し
、
満
場
の
拍
手
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

本
部
理
事
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
日
本
セ
ン

タ
ー
は
反
省
点
を
洗
い
出
し
、
今
後
の
対
応
策
を

練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

前
回
の
第
33
回
世
界
大
会
（
ア
モ
イ
）
以
降
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
あ
る
い
は
各
国
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い

は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
枠
組

み
の
中
で
進
行
し
て
き
た
中
で
、
日
本
セ
ン
タ
ー

が
ど
れ
だ
け
実
質
的
な
貢
献
を
し
、
他
の
セ
ン
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タ
ー
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価
を
得
て
来
た
か
と
い

う
点
を
考
え
る
と
、
反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
氏
及
び
複
数
の
新
国
際
理
事
メ

ン
バ
ー
の
人
た
ち
か
ら
は
、
ほ
ぼ
一
様
に
「
結
果

は
残
念
だ
っ
た
が
、
次
回
の
世
界
大
会
ま
で
に
一

緒
に
仕
事
を
し
て
（collaborate

）、
次
は
当
選

し
て
ほ
し
い
。
日
本
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
と
っ
て
大
変
大

切
な
国
な
の
だ
か
ら
」
と
い
う
趣
旨
の
激
励
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、本
部
及
び
各
国
セ
ン
タ
ー
、各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
情
報
を
も
れ
な
く
受
け

取
っ
て
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と
、
日
本
セ
ン
タ
ー

の
行
っ
て
い
る
活
動
を
対
外
的
に
知
ら
し
め
て
い

く
こ
と
、
本
部
や
各
国
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
活
動
を

シ
ン
ク
ロ
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
事
務
局
機
能
の

強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
面
、
常
勤

で
は
な
く
て
も
、
対
外
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
担
当
ス
タ
ッ
フ
を
任
用
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、中
長
期
的
な
展
望
に
つ
い
て
も
、

理
事
会
で
の
議
論
や
助
言
を
得
な
が
ら
、
外
部
対

応
を
強
化
し
て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
た
次
第
で

す
。
今
後
の
活
動
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

演
劇
舞
踊
に
関
す
る
国
際
組
織
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
Ｉ
の
事
業
運
営
は
、
本
部
事
務
局
が
事
業

を
直
接
手
が
け
て
い
る
例
外
的
な

も

の
（W

orld Theatre D
ay

や

International D
ance D

ay

な
ど
）

が
い
く
つ
か
あ
る
中
、基
本
的
に
は
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
加
盟
し
て
い
る
各
国
セ
ン

タ
ー
の
理
事
た
ち
が
特
定
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
委
員
会
（Com

m
ittee

）

を
作
り
、
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、演
劇
教
育
に
関
わ
る
事
業
は
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
演
劇
教
育
に
関
す
る
委
員

会
（TECO

M
: Theatre Education 

and Training Com
m

ittee

）
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
世
界
的
な
演
劇
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
向
に
つ
い
て
、
近
年
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
ユ
ネ
ス

コ
チ
ェ
ア
ー
（
ユ
ネ
ス
コ
の
特
定
テ
ー
マ
に
関

す
る
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
た

も
の
）
の
保
持
者
で
あ
る
ブ
カ
レ
ス
ト
演
劇

映
画
大
学
の
ド
ミ
ト
リ
ュ
ー
氏D

r. Corneliu 
D

um
itriu

と
の
間
の
契
約
を
２
０
１
２
年
末

を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
第
34
回
世

界
大
会
「
事
務
局
長
レ
ポ
ー
ト
」
ｐ112

）。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
ユ
ネ
ス
コ
の
教
育
セ
ク

シ
ョ
ン
の
中
のU

N
ITW

IN

と
い
う
大
学
教
育

組
織
と
の
提
携
に
よ
り
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
は
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
と

U
N

ITW
IN

/U
N

ESCO

と
の
提
携

は
、
13
年
11
月
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で

了
解
さ
れ
、
14
年
4
月
に
契
約
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
は
、ITI/

U
N

ESCO
 N

etw
ork for H

igher Education 
in the Perform

ing Arts

。こ
こ
で
は
仮
に「
Ｉ

Ｔ
Ｉ
・
ユ
ネ
ス
コ
舞
台
芸
術
高
等
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
う
訳
を
あ
て
て
お
き
ま
す
。
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
上
海
戯
劇
学
院（
中
国
）

と
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
が
資

金
を
提
供
し
、
13
年
4
月
末
ま
で
に
世
界
か
ら

21
の
教
育
機
関
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は
桐
朋

学
園
芸
術
短
期
大
学
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
14
年
11
月
の
世
界
大
会
の
際
、
ア

ル
メ
ニ
ア
の
エ
レ
バ
ン
映
画
・
演
劇
大
学
が
加

入
し
、
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
・
ユ
ネ
ス
コ
舞
台
芸
術
高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
始
動

ＩＴＩと演劇大学との提携
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ア
ジ
ア
演
劇
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

＝
徐
翔
理
事
長
）
は
、「
今
日
の
ア
ジ
ア
と
21
世

紀
の
演
劇
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
回
世
界
演

劇
教
育
大
会
と
第
３
回
ア
ジ
ア
演
劇
大
学
演
劇
祭

を
昨
２
０
１
４
年
５
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で
北
京

の
中
央
戯
劇
学
院
で
開
催
。
ア
ジ
ア
地
区
の
演
劇

大
学
15
校
と
20
数
カ
国
の
国
と
地
域
か
ら
専
門

家
、
ア
ー
チ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
幕
式
は
５
月
18
日
午
後
、中
央
戯
劇
学
院（
東

城
区
）
の
実
験
劇
場
で
行
わ
れ
、
私
が
司
会
を
担

第
１
回
世
界
演
劇
教
育
大
会
と
第
３
回
ア
ジ
ア
演
劇
大
学
演
劇
祭

北京の中央戯劇学院で

　キイワードは「アジア」と「21 世紀」
──世界の国立演劇大学が創造の主体とし
て連携に向かって進んでいます。ＩＴＩ（国
際演劇協会）の国際活動の一環として、世
界の演劇教育の中心となりつつあるのが中
国の３大学──北京にある中央戯劇学院と
中国戯曲学院（伝統演劇の専門校）、そし
て上海戯劇学院です。中央戯劇学院は世界
演劇学校連盟（GATS ＝ Global Alliance of 
Theatre School）とアジア演劇教育研究セ
ンター（ATEC ＝ Asian Theatre Education 
Center ）、中国戯曲学院と上海戯劇学院は
アジア太平洋ビュロー（APB ＝ ITI Asia 
Pacific Bureau）をそれぞれ運営し、資金
面でも主導的役割を果たしています。昨
2014 年、ＡＰＢのアジア大会が５月 10
日から 17 日まで上海戯劇学院と中国戯曲
学院で開催され、続く 18 日から 23 日まで、
ＡＴＥＣの世界大会が中央戯劇学院でそれ
ぞれ開催されました。参加校の舞台公演や
ワークショップ、フォーラム・ディスカッ
ションが実施され、ＩＴＩ本部からはトビ
アス・ビアンコーネ事務局長ら幹部が駆け
つけました。日本に国立の演劇総合大学は
残念ながらありませんが、日大芸術学部が
ＡＴＥＣに、桐朋学園芸術短期大学がＡＴ
ＥＣとＡＰＢに参加しました。

日本にはない演劇総合大学

中国で世界大会
昨年５月、北京の中央戯劇学院で開かれたアジア
演劇教育研究センター（ＡＴＥＣ）の世界大会

当
し
ま
し
た
。

　

中
国
教
育
省
体
育
衛
生
・
芸
術
教
育
局

の
王
登
峰
局
長
は
21
世
紀
の
演
劇
教
育
の

改
革
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
次
の
よ
う

に
語
り
ま
し
た
。

　
「
演
劇
教
育
は
、
高
等
教
育
の
中
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
演
劇
教
育
の
改
革
を
促
進
し
、

実
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
、
教
育

部
（
教
育
省
）
と
芸
術
教
育
委
員
会
の
重

ＡＴＥＣ副理事長
中央戯劇学院院務委員会主任

報
告
・
劉
立
濱

「今日のアジアと 21世紀」テーマに

訳
・
菱
沼
彬
晁



大
な
責
務
で
す
。
第
１
回
の
世
界
演
劇
教
育
大
会

が
有
意
義
な
討
議
と
交
流
の
場
と
な
り
、
21
世
紀

演
劇
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
と
総
合
的
な
改

革
の
た
め
に
、
建
設
的
な
見
解
を
打
ち
出
し
て
い

た
だ
き
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
高
等
演
劇
教
育
事
業

の
繁
栄
と
発
展
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く

　

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
理

事
長
、
中
央
戯

劇
学
院
の
徐
翔

院
長
は
次
の
挨

拶
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
中
央
戯
劇

学
院
を
代
表
し
て
、
今
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
ご
来
賓
を
は
じ
め
各
大
学
の
皆
さ
ま
を
心
か
ら

歓
迎
し
ま
す
。
ア
ジ
ア
演
劇
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

は
９
年
の
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
演
劇
教
育
の
発
展
と
繁
栄
の

た
め
努
力
を
惜
し
ま
ず
加
盟
校
が
心
を
一
に
し
て

共
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
今
、
そ
の
成

果
を
目
の
辺
り
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

大
会
が
、
さ
ら
に
広
い
視
野
と
多
角
的
な
視
点
に

立
ち
、
さ
ら
に
大
き
な
包
容
力
を
持
っ
て
世
界
演

劇
の
現
状
と
未
来
を
分
析
し
、
ア
ジ
ア
の
演
劇
芸

術
に
対
す
る
研
究
と
討
論
を
重
ね
る
場
と
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
21
世
紀
に
生
き
る
演
劇
人
と
し

て
、
演
劇
の
教
育
と
実
践
に
新
し
い
内
容
と
形
式

を
盛
り
込
む
た
め
、
手
を
携
え
て
探
索
と
開
拓
の

道
を
共
に
歩
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

誰
が
、
あ
る
い
は
ど
こ
が
中
心
に
な
る
か
と
い

う
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国

と
民
族
の
文
化
が
よ
き
発
展
を
遂
げ
、
他
に
同
化

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
旧
習
を
墨
守
す
る
こ
と

も
な
く
、
す
ぐ
れ
た
演
劇
が
新
し
い
内
実
を
生
み

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
伝
統
的
な
演

劇
形
式
も
世
界
の
文
化
と
相
ま
み
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
美
的
価
値
を
自
ら
に
与
え
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
か
く
あ
っ
て
こ
そ
、
演
劇

が
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
芸
術

形
式
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
」。

　

ま
ず
演
劇
理
論
の
研
究
と
過
去
の
検
証
を

　

国
際
演
劇
協

会
ト
ビ
ア
ス
・

ビ
ア
ン
コ
ー
ネ

事
務
局
長
は
、

現
在
の
演
劇
が

緊
急
に
必
要
と

し
て
い
る
こ
と

は
ま
ず
理
論
研
究
と
過
去
の
検
証
で
あ
る
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
「
現
在
の
舞
台
芸
術
と
演
劇
教
育
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
表
現
者
の
国
際
交
流
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
現
在
の
演
劇
が
さ
し
迫
っ
て
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
演
劇
理
論
の
研
究
、
過
去
の
検

証
と
同
時
に
現
在
の
観
客
に
対
す
る
関
心
、
そ
し

て
新
し
い
方
法
の
実
験
で
あ
り
ま
す
。

　

演
劇
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
現

状
を
打
破
し
、
新
し
い
試
み
を
打
ち
出
す
こ
と
で

主　催　中国教育部（省）体育衛生局・芸術教育局
　　　　アジア演劇教育研究センター
　　　　（ATEC ＝ Asian Theatre Education Center ）
実　施　中央戯劇学院
後　援　国際演劇協会（ITI ＝ International Theatre Institute）
　　　　国際演劇研究会連合
　　　　(IFTR ＝ International Federation for Theatre Research )
　　　　国際演劇批評家協会
　　　　(IATC ＝ International Association of  Theatre Critics )
参加校　中央戯劇学院、日本大学芸術学部、韓国・中央大学芸
術学院、シンガポール・南洋芸術学院、中国戯曲学院、上海戯
劇学院、香港演芸学院、ウズベキスタン国立芸術文化学院、韓
国・青雲大学、ベトナム・ハノイ演劇映画大学、桐朋学園芸術
短期大学、韓国・西京大学、コロンビア・バジェ大学、蒙古国
立芸術文化大学、アメリカ・ニューメキシコ大学芸術学院

ＡＴＥＣ理事長
中央戯劇学院徐翔院長

国際演劇協会トビアス・
ビアンコーネ事務局長

7 I.T.I. NEWS  2015



I.T.I. NEWS  2015 8

す
。
国
際
的
な
共
同
作
業
は
新
し
い
考
え
方
と
方

法
を
指
し
示
し
、
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
く
れ

ま
す
。
各
大
学
が
共
同
し
て
演
劇
の
高
等
教
育
の

ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
理
論
と
実
践
を

網
羅
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
断
の
学
習
と
交
流
の
場
が
さ
ら
に

活
性
化
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」。

　

自
分
の
心
を
自
由
に
表
出
さ
せ
る
訓
練

　

韓
国
芸
術

総
合
大
学
演

劇
学
院
教
授

で
、
国
際
演

劇
批
評
家
協

会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ

Ｃ
）
主
席
の

金
潤
澤
氏
は

韓
国
で
国
立
の
演
劇
大
学
を
創
設
し
た
と
き
の
経

過
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
「
演
劇
教
育
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
身
体
動

作
や
言
語
、
そ
の
国
固
有
の
技
法
、
様
式
を
用
い

て
、
自
分
の
心
や
情
感
を
自
由
に
表
出
さ
せ
る
訓

練
で
す
。
狭
い
専
門
技
術
の
中
に
止
ま
る
の
で
は

な
く
、
学
科
を
横
断
し
、
総
合
し
、
そ
し
て
協
同

し
て
指
導
に
当
た
る
べ
き
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
新
し
い
演
劇
教
育
の
範
例

を
作
り
出
す
こ
と
を
私
の
提
案
と
し
た
い
。
学
生

の
角
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
、
一
個

人
、
一
大
学
を
越
え
て
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
演
劇

教
育
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　

ア
ジ
ア
演
劇
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

　

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
演
劇
研
究
所
の
教

授
で
、
国
際
演
劇
研
究
会
連
合
（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｒ
）
主

席
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
バ
ル
ム
氏
は
「
ア
ジ
ア

演
劇
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
題
す
る
基
調
報
告

を
行
い
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化

の
高
度
な
融
合
を
も
た
ら
し
て
、
異
な
っ
た
演
劇

の
間
で
も
互

い
に
相
通
ず

る
も
の
を
認

め
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま

す
。
こ
の
出

会
い
に
よ
っ

て
演
劇
の
形

式
は
精
彩
に
富
み
、
今
日
の
演
劇
、
特
に
ア
ジ
ア

演
劇
は
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
標
準
化
と

い
う
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
受
益
者
は
疑
い
も
な
く
演
劇
大
学
の
教
師
と
生

徒
な
の
で
す
」。

　ＡＴＥＣの沿革と加盟校

　アジア演劇教育研究センター（Asian 
Theatre Education Center 略称ＡＴＥＣ）
は２００５年 10 月に設立され、本部は北
京の中央戯劇学院内に置かれ、同学院徐翔
院長が理事長の任にある。
　主な事業は世界演劇教育大会とアジア大
学生演劇祭（ＡＰＢとは別）の開催、「ア
ジア演劇教育研究」「アジア演劇教育交流
年鑑」の発行。アジア各国の各地区で演劇
教育を専門とする大学とその教師、学生の
ために交流のプラットフォームを提供し、
アジアの演劇教育の国際化に資することを
目的としている。現在 16 の加盟校と加盟
希望の 20 校が活動に参加し、昨年５月、
第１回世界演劇教育大会・第３回アジア大
学生演劇祭が開かれた。加盟校は下記の通
り。
　中央戯劇学院、日本大学芸術学部、韓国・
中央大学芸術学院公演映像創作学部、中国
戯曲学院、上海戯劇学院、香港演芸学院、
シンガポール・南洋芸術学院、インド国立
演劇学院、オーストラリア国立演劇学院、
ウズベキスタン国立芸術文化学院、韓国・
青雲大学、ベトナム・ハノイ演劇映画大学、
桐朋学園芸術短期大学、韓国・西京大学芸
術学院、コロンビア・バジェ大学、蒙古国
立芸術文化大学、アメリカ・ニューメキシ
コ大学芸術学院。

国際演劇批評家協会主席
韓国芸術総合大学演劇学院

金潤澤教授

国際演劇研究会連合主席
ミュンヘン大学演劇研究所

クリストファー・バルム教授
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開
幕
式
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
中
央
戯
劇
学
院

の
教
師
と
学
生
た
ち
は
、
各
国
か
ら
の
来
賓
、
参

加
者
を
前
に
、
台
詞
と
身
体
の
基
礎
訓
練
、
京
劇
、

オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
メ
ド
レ
ー
で
演
じ
、

客
席
か
ら
は
惜
し
み
な
い
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心

　

今
回
の
世
界
演
劇
教
育
大
会
は
「
今
日
の
ア
ジ

ア
─
─
21
世
紀
の
演
劇
教
育
」
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ

り
、「
演
劇
教
育
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
の

報
告
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
後
、「
ア
ジ
ア
の
演
劇
教
育
の
現
状
」、「
欧
米

の
演
劇
教
育
の
現
状
」
に
つ
い
て
２
会
場
に
分
か

れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
世

界
各
国
の
ア
ー
チ
ス
ト
、
専
門
家
に
よ
る
講
義
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
観
衆
を
引
き
な
ど

つ
け
る
と
共
に
、
次
回
の
開
催
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
会
者
が
ア
ジ
ア
と
欧
州
双
方
の
演
劇
教
育
の

実
際
、
双
方
の
演
劇
の
融
合
な
ど
に
つ
い
て
論
議

を
深
め
る
中
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ

ム
に
高
い
関
心
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
演
劇
を
仲
立

ち
に
し
た
文
化
交
流
は
喜
ぶ
べ
き
成
果
を
収
め
ま

し
た
。

「
伝
統
劇
の
現
代
化
」
テ
ー
マ
に
ア
ジ
ア
演
劇
大
学
演
劇
祭

　

期
間
中
、第
３
回
「
ア
ジ
ア
演
劇
大
学
演
劇
祭
」

が
「
伝
統
劇
の
現
代
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
併
催

さ
れ
、
11
作
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

桐
朋
学
園
が
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
上
演

　

中
央
戯
劇
学
院
『
覇
王
別
姫
』、
ベ
ト
ナ
ム
・

ハ
ノ
イ
演
劇
映
画
大
学
『
娘
モ
ー
嬢
の
弁
護
』、

香
港
演
劇
学
院
『
魚
玄
機
の
ワ
イ
ル
ド
・
パ
ー

テ
ィ
ー
』、
韓
国
・
中
央
大
学
『
阿
郎
歌
』、
蒙
古

国
立
芸
術
文
化
大
学
『
チ
ュ
ル
ク
汗か
ん

太
后
の
夢
』、

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
南
洋
大
学
『
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー

ゼ
』、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
大
学
芸
術

学
院
『
咫し
せ
き尺

天て
ん
が
い涯32's or AFAR

』、
韓
国
・
西

京
大
学
『
春
が
野
山
に
や
っ
て
く
る
』、
中
国
戯

曲
学
院
『
地
球
か
ら
』、
韓
国
・
青
雲
大
学
『
シ
ッ

シ
ッ
、
昔
々
…
…
』

　

い
ず
れ
の
舞
台
も
独
特
の
芸
術
的
想
像
力
、
民

族
独
自
の
劇
的
言
語
・
文
化
性
に
満
ち
、「
伝
統

演
劇
の
現
代
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
よ
く
血
肉
化

し
て
、
各
校
の
教
師
と
学
生
が
演
劇
形
式
と
演
劇

思
想
に
対
し
て
行
っ
た
積
極
的
な
探
索
を
具
体
的

に
表
現
し
て
い
た
。

　

５
月
14
日
、
閉
幕
式
が
実
験
劇
場
で
行
わ
れ

た
。
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
理
事
長
・
中
央
戯
劇
学
院
院
長
の

徐
翔
氏
ら
が
す
ぐ
れ
た
演
目
と
演
技
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞
作
は
韓
国
・
中
央
大
学『
阿
郎
歌
』、

中
央
戯
劇
学
院
の
『
覇
王
別
姫
』、
中
国
戯
曲
学

院
『
地
球
か
ら
』
の
３
作
品
で
、
優
秀
演
技
賞
は

桐
朋
学
園
の
江
黒
仁
美
さ
ん
（
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー

役
）
と
近
藤
陽
子
さ
ん
（
イ
ス
メ
ー
ネ
ー
役
）
を

含
む
10
人
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
中
国
国
内
の
各
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注

目
さ
れ
、
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

北京の中央戯劇学院で行われたアジア演劇
教育研究センター（ＡＴＥＣ）の開幕式

江
黒
仁
美
さ
ん
、
近
藤
陽
子
さ
ん

桐
朋
学
園
２
学
生
に
優
秀
演
技
賞
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２
０
１
４
年
５
月
10
日
か

ら
17
日
ま
で
、
上
海
戯
劇
学

院
と
中
国
戯
曲
学
院
共
催

の
「
第
７
回
ア
ジ
ア
太
平
洋

ビ
ュ
ロ
ー
」
大
会
は
、
国
内

外
20
の
演
劇
大
学
及
び
関
係

機
関
・
団
体
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
主
な

活
動
は
、
加
盟
大
学
の
学
長

会
議
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
活
気
を
加

え
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
午
前
、
上
海
戯
劇
学
院
の
佛※
注

西
楼
に

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務

局
長
を
招
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｂ
学
長
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
（
参
加
校
・
関
係
団
体
と
上
演
演
目
は
別
掲

＝
次
ペ
ー
ジ
）。
上
海
戯
劇
学
院
か
ら
は
韓
生
院

長
の
ほ
か
、
宮
宝
栄
副
院
長
、
張
雲
蕾
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
主
任
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
実
務
中
心
に
行
わ
れ
、
次
の
２
点
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
Ａ
Ｐ
Ｂ
の
加
盟
校
が
国

際
演
劇
協
会
・
大
学
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入

す
る
件
を
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
み
、
組
織
を

あ
げ
て
未
来
へ
の
活
動
に
向
け
、
そ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ
め
は
Ａ
Ｐ

Ｂ
新
会
員
加
盟
の
承
認
で
す
。

　

ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
局
長
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
大
学
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
紹
介
を
行
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｂ
加
盟
校

の
加
入
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
〝
地
球
規

模
〟
の
活
動
を
展
開
し
、
大
学
の
演
劇
活
動
に
新

し
い
一
章
を
開
く
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
国
際
活
動
の
一
環
と
し
て
ア
ジ
ア
の
演
劇
総
合
大
学
が
集
う
ア
ジ
ア
太
平
洋
ビ
ュ
ロ
ー
（ITI Asia Pacific Bureau

略
称
Ａ

Ｐ
Ｂ
）
の
第
７
回
大
会
が
、
上
海
戯
劇
学
院
と
北
京
の
中
国
戯
曲
学
院
（
中
国
伝
統
劇
の
専
門
校
）
を
拠
点
と
し
て
昨
年
５
月
10
日
か
ら

17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
海
戯
劇
学
院
で
は
加
盟
演
劇
大
学
の
学
長
会
議
、
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同
時
開

催
さ
れ
、
北
京
で
は
加
盟
校
や
各
国
セ
ン
タ
ー
の
演
劇
専
門
家
が
「
伝
統
演
劇
の
現
代
化
と
国
際
化
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
本
部
の
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
局
長
も
参
加
し
て
、
演
劇
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
訴
え
ま
し
た
。

演劇大学のネットワーク拡充を

上
海
戯
劇
学
院
、
中
国
戯
曲
学
院
拠
点
に
演
劇
祭
や
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

世
界
の
舞
台
で

演
劇
の
高
等
教
育

上
海
戯
劇
学
院
副
院
長 

宮
宝
栄

訳・菱沼彬晁

ＩＴＩ「アジア太平洋ビュロー」第７回大会

※
佛
西
楼　

上
海
戯
劇
学
院
は
１
９
４
５
年
に
設
立
さ

れ
た
上
海
市
立
実
験
戯
劇
学
校
、
１
９
５
２
年
に
設
立

さ
れ
た
中
央
戯
劇
学
院
華
東
分
院
な
ど
を
前
身
と
し
て
、

１
９
５
６
年
に
現
在
の
呼
称
と
な
っ
た
。
主
な
創
設
メ
ン

バ
ー
は
熊ゆ

う
ふ
つ
せ
い

佛
西
、
顧ご
ち
ゅ
う
い

仲
彝
、
李り
け
ん
ご

健
吾
、
呉ご
じ
ん
し

仞
之
、
欧お
う
よ
う陽
予よ

倩せ
ん

、
陳ち
ん
ぱ
く
じ
ん

白
塵
ほ
か
。
佛
西
楼
は
上
海
戯
劇
学
院
初
代
学
長

で
、
上
海
市
立
実
験
戯
劇
学
校
校
長
、
上
海
戯
劇
専
科
学

校
校
長
、
中
央
戯
劇
学
院
華
東
分
院
院
長
な
ど
を
歴
任
し

た
熊
佛
西
を
記
念
す
る
大
講
堂
。
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ま
た
、
加
盟
校
が
国
際
活
動
に
参
加
し
易
く
す

る
方
策
を
講
じ
る
と
同
時
に
学
校
間
の
公
平
を
期

す
た
め
、
今
回
の
会
議
は
Ａ
Ｐ
Ｂ
理
事
会
の
構
成

に
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
常
設
の
職
務
以
外
に
、

輪
番
の
理
事
長
と
輪
番
の
委
員
の
職
務
と
職
権
を

増
や
し
て
、
各
校
が
組
織
内
で
主
体
性
と
積
極
性

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
計
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

２
０
１
５
年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年
計
画
を
上
程

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ラ
サ
ー
ル
芸
術
学
院
、
タ

イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
芸
術
学
院
と
台
北
芸

術
大
学
戯
劇
学
院
が
Ａ
Ｐ
Ｂ
将
来
の
活
動
に
積
極

的
な
協
力
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
校
が
新
規
加
盟

　

最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
大
学

演
劇
学
部
が
Ａ
Ｐ
Ｂ
へ
の
加
盟
申
請
を
提
出
し
た

の
を
受
け
て
、こ
こ
一
年
間
の
活
動
を
検
討
の
後
、

表
決
を
行
い
、同
校
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
芸
術
大
学
と
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
大
学
が
Ａ
Ｐ
Ｂ
へ
の
加
盟
を

希
望
し
ま
し
た
が
、
保
留
と
な
り
ま
し
た
。

　

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
多
く
の
学
校
が
参
加

し
、
異
な
っ
た
演
劇
文
化
が
上
海
戯
劇
学
院
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
ま
た
融
合
を

深
め
ま
し
た
。
参
加
校
と
上
演
演
目
は
別
表
参

照
。
こ
の
ほ
か
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ

イ
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
校
の
教
授
と
学
生

が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
演
劇
表
現
と
教
授
法
で
学
生
た
ち
の
国
際
感
覚

を
養
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
の
ペ
ー
タ
ー
・
ゲ
ス
ナ
ー
氏
が
自
ら
演
出

し
た
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
の
一
場
面
に
つ
い
て
、

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
現
代
的
解
釈
と
身
体
表
現
の
指

▷上海戯劇学院　『起死 Back to Life』
▷中国戯曲学院　『天顔』
▷香港演芸学院戯劇学院　『魚玄機のワイル
　ド・パーティー』
▷台北芸術大学戯劇学院　『莱拉 Laila』
▷韓国総合芸術大学　『テレーズ・ラカン by 
　Korea』
▷韓国湖西大学　『帰郷──我を忘るな』
▷インド国立演劇大学　『男兄弟 Madhyam 
Vyayog』
▷インドネシア国立ジャカルタ芸術学院　　
　『カソンガン Kasongan の女』
▷イラン・テヘラン大学芸術学院　『トラン
　ジ Tranji 物語』
▷蒙古国立文化芸術学院　『母の魂』
▷桐朋学園芸術短期大学　『アンティゴネー』
▷マレーシア科技大学芸術学院　『他人の影 
　Reflection on an OTHER』
▷フィリピン・ミンダナオ国立大学イリガン
　理工学院　『分娩』
▷シンガポール・ラサール芸術学院　『セクハ
　ラに関するワークショップ劇場』
▷タイ・チュラロンコン大学芸術学院　『タイ
　のシェイクスピア』
▷オーストラリア・ウロンゴン大学　『フェー
　ドル』（昨年加盟）
▷西オーストラリア芸術大学（加盟申請中）
▷バングラデシュ・ダッカ大学（加盟申請中）
▷ユネスコＩＴＩ国際演劇協会本部
▷ユネスコＩＴＩ国際演劇協会日本センター

ＡＰＢ参加大学・関係機関上演演目

ＡＰＢ（アジア太平洋ビュロー）の演劇大学学長会議
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導
を
行
い
、
そ
の
前
衛
性
で
各
校
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　

緊
張
と
多
忙
の
会
期
中
、
上
海
戯
劇
学
院
は
上

海
ラ
ン
デ
ブ
ー
メ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
参
加
者
の
親
睦

と
交
流
の
一
夕
を
設
け
ま
し
た
。
各
メ
ン
バ
ー
が

肩
の
力
を
抜
き
、
初
対
面
の
挨
拶
、
自
己
紹
介
を

す
る
と
、
も
う
旧
知
の
間
柄
、
笑
い
が
飛
び
交
う

中
、
所
属
校
の
情
況
、
観
劇
の
体
験
談
な
ど
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
使
う
言
葉
も
英
語
や
自

国
語
、
香
港
演
芸
学
院
戯
劇
学
院
か
ら
来
た
仲
間

は
、
英
語
、
北
京
語
、
広
東
語
、
上
海
語
を
駆
使

し
て
、
今
回
の
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
模
様
を

語
り
、
友
好
と
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
に
は
会
場
を
北
京
の
中
国
戯
曲
学
院

に
移
し
、「
伝
統
演
劇
の
現
代
化
と
国
際
化
」
を

テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。中
国
戯
曲
学
院
の
演
技
科
主
任
・

王
紹
軍
教
授
と
上
海
戯
劇
学
院
の
孫
恵
柱
教
授
が

司
会
を
分
担
し
、
十
数
名
の
専
門
家
が
独
自
の
観

点
を
語
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
国
際
演
劇
協
会

日
本
セ
ン
タ
ー
の
菱
沼
彬
晁
理
事
が
「
ユ
ネ
ス
コ

精
神
と
国
際
交
流
の
目
標
」
に
つ
い
て
話
し
、
演

劇
の
現
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
潜
む

危
険
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
海
戯
劇
学
院
の
韓
生
院
長
は
Ａ
Ｐ
Ｂ

の
将
来
像
に
つ
い
て「
演
劇
芸
術
の
高
等
教
育
は
、

世
界
と
い
う
舞
台
を
得
て
広
が
り
、
大
い
な
る
活

況
を
呈
し
て
い
る
。
各
校
が
交
流
の
幅
を
広
げ
る

た
め
上
海
戯
劇
学
院
は
さ
ら
な
る
努
力
を
惜
し
ま

な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

異
な
っ
た
演
劇
大
学
受
講
の
成
果

　

ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
事
務
局
長

は
、
舞
台
芸
術
が
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
成
果
を
得
る

た
め
に
は
、
異
な
っ
た
演
劇
大
学
の
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
強
調
し
、
そ
の
中
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
汲
み
取
る
と
同
時
に
自

分
の
学
校
に
還
元
す
る
と
い
う
良
性
の
循
環
を
期

待
し
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
の
ジ
ャ

ニ
ー
・
ハ
イ
エ
ス
教
授
は
各
国
の
演
劇
伝
統
と
演

劇
文
化
の
交
流
、
さ
ら
に
演
劇
の
革
新
と
い
う
新

し
い
領
域
の
研
究
を
通
し
て
こ
そ
、
伝
統
的
な
演

劇
教
育
を
改
革
す
る
方
法
を
探
し
当
て
る
こ
と
が

で
き
、
演
劇
教
育
を
革
新
す
る
方
式
を
押
し
広
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ａ
Ｐ
Ｂ
各
国
に
お
け
る
演
劇
教
育
の
重

要
性
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
演
劇
大
学

の
実
践
活
動
は
回
を
重
ね
る
度
に
豊
富
な
も
の
と

な
り
、
学
校
間
の
交
流
も
ま
す
ま
す
頻
繁
に
な

り
、
親
密
度
を
加
え
て
い
ま
す
。
上
海
戯
劇
学
院

は
Ａ
Ｐ
Ｂ
の
活
動
を
通
じ
て
加
盟
校
に
公
演
の
機

会
と
そ
の
体
験
を
分
か
ち
合
う
広
範
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
加
盟
校
の
教
師

と
生
徒
が
芸
術
的
視
野
を
広
げ
る
の
に
役
立
て
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
的
実
践
と
演
劇
教
育
の

方
法
を
試
み
、
豊
富
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｂ
の
拠
点
と
な
る
上
海
戯
劇
学
院
は
、
引
き

続
き
Ａ
Ｐ
Ｂ
加
盟
校
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
、
地
域
の
異
な
っ
た
文
化
の
触
れ
合
い

と
交
流
を
促
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。

桐朋学園芸術短期大学　『アンティゴネー』の舞台
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２
０
１
４
年
５
月
16
日
か
ら
17
日
ま

で
「
第
７
回
ユ
ネ
ス
コ
国
際
演
劇
協
会
ア

ジ
ア
太
平
洋
ビ
ュ
ロ
ー
演
劇
大
学
学
長
会

議
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
北
京
の
当
学
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
、
日
本
、
韓
国
、
香
港
、
台
北
な
ど

16
カ
国
と
地
区
の
演
劇
大
学
の
専
門
家
が

化
の
現
代
的
発
展
を
促
す
た
め
に
は
、
自
分
自
身

の
変
革
が
そ
の
基
礎
で
あ
り
、
対
外
交
流
を
上
昇

に
導
く
道
筋
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
時
代
の
人
材
育
成
に
演
劇
大
学
の
責
務

　

伝
統
演
劇
に
現
代
的
理
念
や
時
代
意
識
を
注
入

す
る
た
め
に
は
、
各
国
の
演
劇
大
学
が
重
要
な
責

務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
は
新
世
紀

の
演
劇
に
必
要
な
人
材
の
育
成
で
す
。「
民
族
的

視
点
」
と
「
国
際
的
視
野
」
を
兼
ね
備
え
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区
の

演
劇
大
学
は
「
国
際
交
流
の
架
け
橋
と
な
っ
て
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
文
化
の
発
展
に
資
す
る
」
原
則
に

立
ち
、
演
劇
の
領
域
に
お
い
て
学
術
的
交
流
と
実

践
の
共
同
事
業
に
向
か
っ
て
、
積
極
的
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
区
に
お
け
る
演
劇
文
化
の
発
展
の
た
め
に

新
し
い
活
力
が
注
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
各
校
の
演
劇
教
育
や
学
術
研
究
、
そ
の
芸

術
的
実
践
の
た
め
に
も
っ
と
幅
広
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
各
校
の
共
同
事
業
に
よ
り

多
く
の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
ビ
ュ
ロ
ー
（ITI Asia Pacific Bureau

略
称
Ａ
Ｐ
Ｂ
）
第
７
回
大
会
は
、
昨

年
５
月
16
日
か
ら
北
京
の
中
国
戯
曲
学
院
（
中
国
古
典
劇
・
伝
統
劇
の
専
門
大
学
）
に
会
場
を

移
し
、
参
加
大
学
の
学
長
と
各
国
セ
ン
タ
ー
の
演
劇
専
門
家
が
「
伝
統
演
劇
の
現
代
化
と
国
際

化
」
を
テ
ー
マ
に
共
同
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
中
国
戯
曲
学
院
院
長
の
巴
図
教
授
は
民
族
文
化

の
伝
統
こ
そ
文
化
が
安
ら
ぎ
、
そ
の
命
を
育
む
基
盤
で
あ
り
、
伝
統
文
化
の
現
代
的
発
展
を
促

す
た
め
に
は
自
分
自
身
の
変
革
が
そ
の
基
礎
で
あ
る
と
し
て
、
民
族
的
視
点
と
国
際
的
視
野
を

兼
ね
備
え
た
人
材
の
育
成
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、同
学
院
劇
文
学
系
主
任
の
謝
柏
梁
教
授
は
、

中
国
の
伝
統
劇
が
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
か
ら
地
方
劇
の
新
し
い
劇
種
を
生
み
続
け
、
伝

統
劇
の
活
性
化
と
現
代
化
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
。

中
国
戯
曲
学
院
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ＩＴＩ「アジア太平洋ビュロー」第７回大会報告②

一
堂
に
会
し
、「
伝
統
演
劇
の
現
代
化
と
国
際
化
」

を
テ
ー
マ
に
伝
統
の
継
承
と
革
新
、
そ
の
発
展
に

つ
い
て
共
同
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
族
文
化
の
伝
統
こ
そ
、
文
化
が
安
ら
ぎ
、
そ

の
命
を
育
む
基
盤
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
互
い
の
民
族
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
と
共

に
自
国
の
民
族
文
化
の
個
性
を
保
持
し
、
伝
統
文

自
身
の
変
革
が
発
展
の
基
礎

対
外
交
流
を
上
昇
の
道
筋
と
し
て

中
国
戯
曲
学
院
院
長　

巴
図

訳・菱沼彬晁



I.T.I. NEWS  2015 14

　

中
国
戯
曲
（
訳
注
＝
「
戯
曲
」
と
い
う
言
葉
は

日
本
語
の
意
味
と
は
違
っ
て
、
中
国
の
古
典
や
伝

統
芸
能
、
地
方
劇
な
ど
を
総
括
す
る
言
葉
。
こ
の

誌
面
で
は
便
宜
的
に
「
伝
統
劇
」
と
訳
出
）
─
─

中
国
伝
統
劇
の
長
い
生
い
た
ち
の
中
で
、
現
代
化

と
国
際
化
は
最
も
基
本
的
な
、
持
っ
て
生
ま
れ
た

特
質
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
20
世

紀
以
来
、
中
国
伝
統
劇
の
現
代
化
は
次
の
い
く
つ

か
の
方
面
か
ら
観
察
さ
れ
ま
す
。

　

俳
優
中
心
か
ら
演
出
家
中
心
の
上
演
に

　
（
１
）
題
材
と
内
容
の
点
か
ら
見
る
と
、
伝
統

劇
と
は
い
っ
て
も
多
数
の
現
代
劇
、
そ
し
て
歴
史

劇
と
は
い
っ
て
も
現
代
に
な
ぞ
ら
え
た
作
品
も
ま

た
多
数
あ
り
ま
す
。

　
（
２
）
中
国
の
伝
統
劇
は
、
元
は
と
言
え
ば
地

方
劇
で
、
歴
史
的
に
絶
え
ず
新
し
い
劇
種
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
今
や
中
国
５
大
演
劇
と
呼
ば

れ
、
全
国
的
に
流
行
し
て
い
る
越
※
訳
注
参
照劇
、
黄※

梅
劇
、

京※

劇
、
評※

劇
、
豫※
よ
げ
き劇

と
い
え
ど
も
、
元
雑
劇
や
昆

劇
に
比
べ
る
と
新
参
の
劇
種
で
、
こ
の
中
で
越

劇
、
黄
梅
劇
は
現
代
の
劇
種
と
言
っ
て
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
新
し
い
当
代
的
な
も
の
で

は
１
９
６
０
年
代
に
成
立
し
た
龍※

江
劇
、
吉※

劇
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
劇
の
長
い
歴
史
を
た
ど
る

と
、
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
新
し
い
劇
種
が
生

ん
だ
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
＝

訳
注
参
照
。

　
（
３
）
制
作
の
主
体
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ま
で

俳
優
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
演
目
の
編
成
は
、
演

出
家
中
心
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
話
劇
や
映

画
の
演
出
家
が
伝
統
劇
の
舞
台
に
猛
然
と
参
入

し
、
舞
台
美
術
、
照
明
、
音
響
は
片
っ
端
か
ら

超
高
精
度
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一

※
訳
注　
中
国
伝
統
劇
（
地
方
劇
）
に
お
け
る
新
劇
種

の
形
成
と
発
展
を
、
そ
の
時
代
背
景
と
地
方
性
の
関
連
で

考
え
る
と
、
多
く
が
歴
史
的
事
件
、
災
害
、
革
命
、
戦
争
、

ま
た
、
そ
の
い
く
つ
か
は
抗
日
戦
争
の
時
期
と
も
重
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
＝
訳
者
。

越
劇　
20
世
紀
の
初
め
、
浙
江
省
紹
興
地
区
の
農
村

で
生
ま
れ
た
比
較
的
新
し
い
地
方
劇
。
古
代
に
越

の
国
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
越
劇
の
名
が
あ
る
。
農
閑
期

に
６
人
の
素
人
芸
人
が
始
め
た
劇
団
か
ら
始
ま
っ
て
、
上

海
、
浙
江
省
、
江
蘇
省
、
福
建
省
な
ど
を
代
表
す
る
劇
種

と
な
っ
た
。
１
９
２
０
年
代
に
女
性
ば
か
り
の
劇
団
が
相

次
い
で
生
ま
れ
た
が
、
日
中
戦
争
の
戦
火
を
逃
れ
た
女
芸

人
た
ち
が
各
地
か
ら
上
海
に
集
ま
っ
て
大
評
判
と
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
数
を
増
や
し
た
。
近
年
は
日
本
公
演
も
行
わ

れ
、〝
中
国
の
宝
塚
〟
と
呼
ば
れ
て
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
。

近
年
は
男
性
の
俳
優
を
持
つ
越
劇
団
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

黄
梅
劇　
安
徽
省
を
中
心
と
す
る
地
方
劇
。
湖
北
、

江
西
、
福
建
、
浙
江
、
江
蘇
、
台
湾
、
香
港
な
ど

に
も
専
門
の
劇
団
を
持
っ
て
い
る
。

　

第
１
期
は
清
朝
の
乾
隆
帝
（
在
位
１
７
３
５
～

１
７
９
５
）末
期
か
ら
辛
亥
革
命（
１
９
１
１
）に
か
け
て
、

寸
劇
的
な
も
の
を
脱
し
て
本
格
的
な
劇
形
式
を
整
え
よ
う

と
す
る
過
渡
期
の
段
階
。
１
７
８
６
年
、
湖
北
省
の
東
端

で
安
徽
省
に
隣
接
す
る
黄
梅
県
が
長
江
の
水
害
に
遭
っ
て

か
ら
筋
立
て
に
内
実
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
、
役
柄
も
道

化
、
女
形
、
二
枚
目
役
の
枠
を
超
え
た
。

　

第
２
期
は
辛
亥
革
命
か
ら
新
中
国
成
立
の
１
９
４
９

年
。
安
黃
梅
劇
の
上
演
活
動
は
次
第
に
職
業
化
さ
れ
、
清

の
康
煕
年
か
ら
日
中
戦
争
に
か
け
て
安
徽
省
の
中
心
地

だ
っ
た
安
慶
に
は
数
軒
の
専
門
劇
場
が
建
ち
、
京
劇
な
ど

の
演
目
を
受
け
入
れ
て
、
演
技
や
演
奏
形
態
、
上
演
形
式

も
豊
富
・
多
彩
な
も
の
に
変
わ
っ
た
。

　

新
中
国
成
立
後
の
第
３
期
を
迎
え
て
黃
梅
劇
は
大
発
展

を
遂
げ
、
１
９
５
３
年
、
安
徽
省
黃
梅
劇
団
が
成
立
し
た
。

中
国
伝
統
劇
の
現
代
化
と
国
際
化

中
国
伝
統
劇
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で

新
し
い
地
方
劇
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
現
代
化

と
国
際
化
は
中
国
伝
統
劇
の
最
も
基
本
的
な
特
質
の
一
つ
な
の
で
す
。

謝
柏
梁

中
国
戯
曲
学
院
劇
文
学
系
主
任

国
際
演
劇
協
会
批
評
部
会
中
国
分
会
副
理
事
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卓
二
椅
」
と
い
わ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
舞
台
は
、
話

劇
や
映
画
を
見
習
っ
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
装
置
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

４
）
音
楽
面
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
基
調

だ
っ
た
単
声
部
・
多
旋
律
の
構
成
が
、
主
旋
律
・

多
声
部
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
（
５
）
悲
劇
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
中
国
伝
統
劇

の
歴
史
に
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
舞
台
に
も

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
悲
劇
が
大
挙

し
て
乗
り
こ
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
欧
米
の

古
典
を
模
倣
し
た
作
品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
６
）
伝
統
劇
の
現
代
化
と
国
際
化
の
過
程
で
、

新
し
い
上
演
様
式
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
歴
史
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
時
代
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
か
ら
新
し
い
劇
種
が
次
々
と
生

ま
れ
、
伝
統
劇
の
新
し
い
国
際
ス
タ
ー
も
燦
然
と

出
現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

中
国
伝
統
劇
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
で
し
ょ
う

か
。
バ
レ
エ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
一
つ
の
方
向
で

す
。
英
語
に
よ
る
上
演
も
ま
た
よ
し
、
外
国
演
劇

と
中
国
の
伝
統
劇
を
同
じ
舞
台
で
上
演
し
、
相
互

に
影
響
し
合
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
試
み
、
実
例
は
す
で
に
現
れ
て
い
る
の
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
中
国
伝
統
劇
の
文
化
と
外
国
演
劇

が
一
つ
に
溶
け
合
う
か
ど
う
か
で
し
ょ
う
。
今
世

紀
に
入
っ
て
、
国
際
演
劇
協
会
は
中
国
演
劇
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
熱
を
入
れ
て
お
り
、
当
学

院
（
中
国
戯
曲
学
院
）
の
ほ
か
、
中
央
戯
劇
学
院

や
上
海
戯
劇
学
院
も
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
異

ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ラ
ボ
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
成
果

は
日
な
ら
ず
し
て
現
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
レ
ル
』
を
越
劇
に
翻
案

　

中
国
伝
統
劇
が
欧
米
人
の
耳
目
に
触
れ
た
の
は

18
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
り
、
中
国
伝
統
劇
の
国
際
化

の
方
向
を
指
し
示
し
ま
す
。

　
（
Ⅰ
）
18
世
紀
、
広※

東
潮
劇
（
福
建
省
南
部
の

潮
州
語
に
よ
る
伝
統
劇
）
が
ア
メ
リ
カ
公
演
を
行

い
、
乾
隆
57
年
（
１
７
９
２
年
）、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
派
遣
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節

団
は
熱
河
離
宮
（
避
暑
山
荘
）
で
乾
隆
帝
に
謁
見

を
許
さ
れ
て
観
劇
に
同
席
し
た
の
に
続
い
て
、
20

世
紀
に
入
っ
て
中
国
伝
統
劇
の
外
国
公
演
は
、
や

む
こ
と
の
な
い
時
代
の
風
潮
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
世
紀
、
大
編
成
の
公
演
団
が
足
跡
を
印
し
た

外
国
の
数
、
反
響
の
大
き
さ
は
、
も
は
や
比
較
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
梅
蘭
芳
の
京
劇
ア

メ
リ
カ
公
演
や
韓
世
昌
の
昆
劇
日
本
公
演
の
ほ

か
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
梅
蘭
芳
の
薫
陶
を
受

け
た
程
硯
秋
で
す
。
京
劇
の
革
新
的
創
造
を
目
指

し
、
旧
社
会
の
下
層
で
辛
酸
を
な
め
る
女
性
を

テ
ー
マ
に
多
数
の
新
作
を
書
き
下
ろ
し
、
自
ら
演

じ
た
程
硯
秋
は
、
１
９
３
２
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅

黃
梅
劇
成
立
以
来
の
特
色
で
あ
る
歌
と
踊
り
、
そ
し
て
生

活
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
は
映
画
化
さ
れ
た
り
、
曹
禺
作
で
話

劇
の
古
典
的
名
作
と
さ
れ
る
『
雷
雨
』
の
、
黄
梅
劇
に
よ

る
上
演
も
行
わ
れ
、
そ
の
日
本
公
演
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

龍
江
劇
／
吉
劇　
東
北
地
区
で
女
形
と
道
化
役
の

二
人
が
簡
単
な
楽
器
を
用
い
て
語
り
、
歌
い
、
踊

り
、
掛
け
合
い
を
演
じ
て
大
衆
的
な
人
気
を
博
し
た
芸
能

が
１
９
５
０
年
代
に
入
っ
て
「
二
人
転
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
が
、
実
際
に
は
登
場
人
物
は
二
人
に
限
ら
な
い
。
こ

の
進
化
形
が
黒
竜
江
省
で
は
「
龍
江
劇
」
と
呼
ば
れ
、
こ

れ
を
演
じ
る
龍
江
実
験
劇
院
が
１
９
６
６
年
に
設
立
さ
れ

た
。
吉
林
省
で
は
１
９
６
１
年
に
「
吉
劇
」
と
命
名
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
周
恩
来
総
理
が
首
唱
し
た
「
地
方
劇
の
振

興
」
に
促
さ
れ
、〝
一
樹
多
枝
〟
の
成
果
と
な
っ
た
。

京
劇　
ご
存
じ
「
北
京
オ
ペ
ラ
」。
そ
の
血
の
中
に

各
地
、
各
時
代
の
演
劇
の
精
華
を
受
け
継
い
で
い

る
。
そ
の
歴
史
は
、
母
体
と
な
っ
た
安
徽
省
の
劇
団
が
北

京
に
入
っ
た
年
（
清
・
乾
隆
55
年
＝
１
７
９
０
年
）
か
ら

数
え
て
２
百
余
年
で
、
４
百
余
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
の

歌
舞
伎
ほ
ど
古
く
は
な
い
。
大
衆
の
人
気
を
博
し
た
そ
の

曲
調
に
耳
を
す
ま
す
と
、
時
に
勇
壮
で
激
昂
の
趣
き
が
あ

る
の
は
、
陝
西
省
で
生
ま
れ
た
「
西
皮
」
の
調
べ
。
時
に

沈
鬱
で
凄
涼
の
気
を
秘
め
て
い
る
の
は
安
徽
省
で
育
ま
れ

た
「
二
黄
」
の
調
べ
。
異
な
っ
た
情
感
を
合
わ
せ
持
つ
と

こ
ろ
か
ら
「
黄
皮
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
こ
の
時
期

に
音
楽
性
、
文
学
性
共
に
最
高
度
の
評
価
を
受
け
、
支
配

層
や
知
識
層
か
ら
絶
大
な
支
持
を
寄
せ
ら
れ
て
北
京
に
君

臨
し
て
い
た
昆
劇
（
明
末
起
源
の
旧
劇
）
は
、
そ
の
芸
術

性
の
高
さ
故
に
衰
退
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
京
劇
は
そ
の

昆
劇
の
長
所
を
も
吸
収
し
て
舞
台
芸
術
と
し
て
の
形
式
を

整
え
た
。
多
く
の
名
優
を
輩
出
し
て
演
目
は
１
千
３
百
を

超
え
、「
歌
・
し
ぐ
さ
・
台
詞
・
立
ち
回
り
」
を
重
視
す

る
上
演
ス
タ
イ
ル
、
老
若
男
女
の
役
柄
の
精
密
な
作
り
分

け
、
衣
装
、
隈
取
り
に
至
る
ま
で
最
高
度
の
洗
練
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
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立
っ
て
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
で
研
鑽
に
励
み
、
集
め
た
台
本
は
２
千
作

を
超
え
、
写
真
や
図
版
は
５
千
点
以
上
、
書
籍
は

７
百
冊
以
上
、
帰
国
後
、
中
華
戯
曲
専
科
学
校
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

20
世
紀
、
粤
※
え
つ
げ
き劇
（
広
東
劇
）
と
豫
劇
が
欧
米
の

名
作
を
海
外
で
英
語
で
上
演
し
、
口
コ
ミ
で
多
く

の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
上
海
京
劇
院

が
中
国
語
で
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
、
杭
州
越
劇
院

が
イ
プ
セ
ン
の
『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
レ
ル
』
を
翻
案

し
た
『
心
は
天
よ
り
高
く
』
を
上
演
し
、
中
国
伝

統
劇
の
理
解
を
助
け
、
よ
り
深
く
鑑
賞
で
き
る
レ

パ
ー
ト
リ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
を
京
劇
で

　
（
Ⅱ
）
外
国
人
が
制
作
の
主
体
と
な
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
童
話
作
家
・

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
題
材
に
し
た
京
劇
『
夜

鶯
（
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
）』
を
創
作
し
た
の
は
、

当
学
院
の
留
学
生
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
で
す
。
当
学
院

で
初
演
の
後
、
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
メ
ン
で
も
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
世
紀
の
ド
イ
ツ
人
作
曲
家
ク
リ
ス
ト

フ
・
Ｗ
・
Ｒ
・
グ
ル
ッ
ク
が
作
曲
し
た
オ
ペ
ラ
『
中

国
の
女
』
を
改
編
し
、
京
劇
『
界
碑
亭
』
の
舞
台

に
再
生
す
る
い
う
試
み
が
当
学
院
で
実
現
し
ま
し

た
。
悲
壮
美
と
劇
的
効
果
を
過
剰
な
ま
で
追
求
す

る
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
の
舞
台
と
、
京
劇
や
昆
劇

の
悲
劇
的
要
素
は
互
い
に
引
き
合
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
の
『
界
碑
亭
』
は
国
境
の
旅

亭
の
意
味
。
こ
こ
で
偶
然
出
会
っ
た
２
人
の
中
国

人
と
４
人
の
欧
州
人
の
芸
自
慢
が
高
じ
て
、
つ
い

に
芸
比
べ
を
始
め
る
と
い
う
趣
向
で
す
。「
界
碑

（
境
界
石
）」
は
境
界
や
街
道
の
神
・
ヘ
ル
メ
ス
の

象
徴
で
す
。
こ
の
神
は
旅
人
や
芸
人
、
詐
欺
師
や

泥
棒
の
守
護
神
で
、
国
境
だ
け
で
な
く
嘘
と
真
の

境
、
生
死
の
境
を
も
軽
々
と
超
え
る
超
能
力
を
持

ち
、
豊
穣
を
司
る
フ
ァ
ル
ス
（
男
根
）
の
神
で
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
一
夜
は
ま
さ
に
ヘ
ル
メ
ス

か
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
祝
祭
で
、
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ

ラ
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
す
。
昆

劇
の
『
林
冲
夜
奔
』
や
京
劇
の
『
天
女
散
花
』
の

一
場
面
も
盛
り
込
み
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
関
羽

に
扮
し
た
主
人
公
が
「
騎
馬
舞
刀
」
の
立
ち
回
り

を
演
じ
て
、
観
客
は
大
喜
び
。
ま
さ
に
ヘ
ル
メ
ス

の
導
き
で
国
境
を
越
え
、
共
同
制
作
の
新
時
代
を

開
く
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
人
・
石
山
雄
太
の
活
躍

　

日
本
人
の
石
山
雄
太
の
活
躍
も
京
劇
史
上
空
前

の
快
挙
で
す
。当
学
院
に
留
学
し
、中
国
人
に
と
っ

て
は
当
た
り
前
の
中
国
語
や
京
劇
の
表
現
世
界
の

壁
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
、「
武
丑
（
立
ち
回

り
と
道
化
）」
と
い
う
役
柄
を
も
の
に
し
、
つ
い

評
劇　
１
９
１
０
年
ご
ろ
、
河
北
省
東
北
部
の
唐
山

で
形
成
さ
れ
、
龍
江
劇
や
吉
劇
の
元
と
な
っ
た
「
二

人
転
＝ 

蹦
蹦
（
ボ
ン
ボ
ン
）」
の
影
響
を
受
け
て
、
蹦
蹦

劇
と
も
呼
ば
れ
た
。
中
国
有
数
の
炭
坑
を
持
ち
、
中
国
の

近
代
工
業
発
祥
の
地
で
も
あ
る
唐
山
の
労
働
者
た
ち
の
支

持
を
得
て
、
人
気
は
東
北
一
帯
に
広
が
り
、
１
９
３
１
年

の
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
後
、
芸
人
た
ち
が
大
挙

し
て
北
京
、
天
津
、
上
海
、
南
京
に
流
れ
、
全
国
に
播
種

さ
れ
た
。
上
海
で
は
、
日
本
留
学
を
し
た
劇
作
家
の
田
漢

や
欧
陽
予
倩
ら
の
支
持
と
援
助
を
受
け
、
特
に
欧
陽
は
評

劇
の
た
め
に
『
武
松
と
潘
金
蓮
』
な
ど
の
作
品
を
書
き
下

ろ
し
て
い
る
。
１
９
５
３
年
以
降
は
欧
陽
が
学
長
と
な
っ

た
演
劇
大
学
の
中
央
戯
劇
学
院
を
は
じ
め
、
多
く
の
劇
作

家
、
作
曲
家
、
演
出
家
、
舞
台
美
術
家
ら
が
評
劇
の
作
品

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
。

豫
劇　
古
く
は
「
河
南
梆バ
ン
ズ子

（
拍
子
木
を
叩
い
て
調

子
を
高
め
る
劇
種
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
河
南

省
の
略
称
が「
豫よ

」で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、解
放
後「
豫
劇
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
黄
河
の
下
流
に
位
置
す
る
河
南
省
は

中
州
・
中
原
と
呼
ば
れ
た
土
地
柄
で
、
豫
劇
は
甘
粛
、
青

海
、
チ
ベ
ッ
ト
、
新
疆
、
安
徽
、
江
蘇
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
由
来
に
定
説
は
な
い
が
、
明
末
に
甘
粛
か
ら
入
っ
た

梆
子
系
の
劇
種
が
現
地
の
民
謡
、
俗
曲
な
ど
と
結
び
つ
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
豫
劇
の
特
徴
は
ま
ず
歌
詞

が
口
語
化
さ
れ
て
分
か
り
易
く
下
情
に
通
じ
て
い
る
こ
と

で
、
豊
か
な
地
方
色
は
生
活
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
次
に

節
回
し
が
多
彩
で
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
。
七
字
句
あ

る
い
は
十
字
句
の
歌
詞
が
整
っ
た
音
楽
形
式
に
乗
っ
て
独

特
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
。
新
作
も
数
多
く
出
さ
れ
、
気
の

き
い
た
台
詞
や
節
回
し
が
、
全
国
で
親
し
ま
れ
、
口
ず
さ

ま
れ
て
い
る
。
全
国
の
曲
芸
団
や
歌
舞
団
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
、
喝
采
を
博
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
舞
台
に
も

よ
く
適
合
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
豫
劇
が
全
国
的
な
劇
種

と
し
て
人
気
を
高
め
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
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に
超
難
関
の
中
国
京
劇
院
へ
の
入
団
を
果
た
し
ま

し
た
。
歌
舞
伎
の
坂
東
玉
三
郎
と
蘇
州
昆
劇
院
が

共
同
し
て
公
演
し
た
『
牡
丹
亭
』
も
中
国
伝
統
劇

の
新
し
い
一
章
を
開
く
も
の
で
す
。
日
本
の
桜
美

林
大
学
の
京
劇
公
演
団
が
、
中
国
伝
統
劇
の
最
高

学
府
で
あ
る
当
学
院
を
訪
れ
て
精
進
の
成
果
を
披

露
し
、
北
京
や
天
津
の
高
校
で
も
一
幕
も
の
を
上

演
し
て
中
国
人
観
客
の
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
（
Ⅲ
）
昆
劇
、
粤
劇
、
チ
ベ
ッ
ト
劇
、
京
劇
、

影
絵
芝
居
な
ど
が
相
次
い
で
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
伝
統
劇
の
保

護
と
継
承
、
国
際
的
な
波
及
は
単
に
一
国
の
で
き

ご
と
で
は
な
く
、
世
界
中
の
人
々
が
手
を
携
え
文

化
遺
産
を
保
護
し
、
そ
の
価
値
を
高
め
よ
う
と
す

る
人
類
共
通
の
喜
び
で
す
。
こ
う
し
た
文
化
財
が

世
界
各
地
に
お
目
見
え
す
る
機
会
が
増
え
る
に
つ

れ
、
ま
た
、
世
界
各
国
で
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い

る
孔
子
学
院
や
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
が
活
動
を
本

格
化
さ
せ
る
に
つ
れ
、
中
国
伝
統
劇
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
一
層
勢
い
を
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

中
国
伝
統
劇
の
現
代
化
と
国
際
化
を
推
し
進
め

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
問
題
も
明
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
外
公
演
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
文
化
交

流
と
し
て
公
益
に
資
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

な
の
か
？　

公
共
の
劇
場
で
地
道
に
上
演
さ
れ
る

べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
超
一
流
の
大
劇
場
で

賑
々
し
く
開
催
さ
れ
る
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
に
参
加
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
？　

今
あ

る
い
く
つ
か
の
劇
種
と
古
典
的
演
目
は
、
世
界
の

演
劇
大
学
の
学
生
、
特
に
伝
統
劇
関
係
の
教
師
や

学
生
に
必
須
の
も
の
と
し
て
、
身
に
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

文
化
大
国
と
し
て
の
道
の
り

　

世
界
の
人
口
大
国
、
経
済
大
国
と
呼
ば
れ
る
中

国
が
、
世
界
か
ら
も
っ
と
尊
重
さ
れ
る
国
に
な
る

た
め
の
決
め
手
は
、
や
は
り
文
化
的
な
牌ぱ
い

を
打
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。
文
化
と
芸
術
の
結
晶
で
あ
る
伝

統
劇
を
世
界
の
人
に
胸
を
張
っ
て
見
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
文
化
の
よ
っ
て
来
た
る

と
こ
ろ
を
尋
ね
、
民
族
が
千
数
百
年
も
の
長
き
に

わ
た
っ
て
形
成
し
て
き
た
舞
台
芸
術
の
遺
産
を
尊

重
し
ま
し
ょ
う
。
大
国
と
し
て
屹
立
す
る
国
は
、

自
ず
と
文
化
的
成
熟
と
品
格
を
伴
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
歴
史
の
流
れ
が
必
然
的
に
赴
く
と
こ

ろ
で
す
。
世
界
の
人
が
文
学
を
通
し
て
理
解
を
深

め
る
国
、
劇
場
の
観
客
と
し
て
親
し
み
を
深
め
る

国
、
こ
れ
が
文
化
大
国
で
す
。
中
国
伝
統
劇
の
現

代
化
と
国
際
化
は
、
わ
が
国
の
有
識
者
が
深
く
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
す
。

潮
劇
（
潮
州
劇
）　

広
東
省
東
部
、
福
建
省
南
部
に

起
源
す
る
古
い
劇
種
。
香
港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
一
帯
に
広
が
っ
た
。明
代
の
中
期
に
歌
唱
法
、

上
演
形
式
が
確
立
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
時
代
の
歴
史
書
に

は
「
禁
淫
戯
」
の
文
字
も
見
え
る
。
各
地
の
方
言
や
俗
語

を
多
用
し
て
地
方
色
に
富
み
、
世
相
や
歴
史
的
事
件
を
反

映
し
た
作
品
も
作
ら
れ
て
、
清
代
末
期
に
は
『
林
則
徐
』

を
上
演
し
て
い
る
。

　

広
東
は
〝
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〟
の
拠
点
と
い
わ
れ
て

い
た
だ
け
に
、地
方
劇
の
中
で
最
も
早
く
海
外
に
伝
わ
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
が
記
し
た
「
タ
イ
の
中
国
人
」
に
よ

る
と
、
１
６
８
６
年
に
ル
イ
14
世
の
使
節
が
タ
イ
で
見
た

の
が
こ
の
潮
劇
だ
と
言
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
潮
劇
を

取
り
入
れ
た
タ
イ
固
有
の
劇
種
で
あ
る
と
の
研
究
が
あ

る
。タ
イ
を
基
地
に
し
て
、多
く
の
潮
劇
公
演
団
が
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な

ど
に
足
を
延
ば
し
た
と
い
う
。
１
９
５
６
年
に
広
東
潮
劇

団
と
潮
劇
演
員
訓
練
班
が
設
立
さ
れ
た
。

粤
劇
（
広
東
劇
）　

広
東
省
に
生
ま
れ
、
台
湾
、
マ

カ
オ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

メ
キ
シ
コ
、
南
米
各
国
な
ど
、
広
東
出
身
の
華
僑
が
住
む

と
こ
ろ
に
は
必
ず
粤
劇
の
公
演
団
が
追
い
か
け
て
い
る
。

粤
劇
の
名
は
清
・
光
緒
年
間
（
１
８
７
５
～
１
９
０
８
年
）

に
現
れ
る
が
、
そ
の
源
は
明
代
中
期
ま
で
４
０
０
年
以
上

も
さ
か
の
ぼ
る
。
曲
調
は
京
劇
で
い
う
「
黄
皮
」
を
主
に

し
て
、
南
中
国
最
大
の
劇
種
と
な
っ
て
い
る
。

　

辛
亥
革
命
前
後
、
清
国
の
日
本
留
学
生
た
ち
が
帰
国
し

て
結
成
し
た
新
劇
（
文
明
戯
）
結
社
「
春
柳
社
」
の
影
響

で
粤
劇
の
改
良
運
動
が
始
ま
り
、
実
生
活
に
題
材
を
求
め

た
演
目
、
ニ
ュ
ー
ス
や
時
事
問
題
を
素
材
と
し
た
即
興
劇

も
生
み
出
し
、
袁
世
凱
の
皇
帝
即
位
に
反
対
す
る
護
法
運

動
に
加
担
す
る
一
方
で
、
話
劇
や
外
国
映
画
を
模
倣
し
て

商
業
化
、
通
俗
化
の
道
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
解
放
後

は
舞
台
背
景
、
衣
装
な
ど
に
民
族
調
を
回
復
し
、
外
国
へ

の
商
業
公
演
も
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
新
法
人
移
行
後
初
め
て
の
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
旧
法
人
の
第
24
期
と
新
法
人
第
1
期
の
決
算
を
承
認
し
、

現
在
12
名
の
顧
問
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
提
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　

平
成
26
年
6
月
22
日
（
土
）
10
時
35
分
～
12
時
35
分

会
場　

松
竹
株
式
会
社 

大
会
議
室
（
東
劇
ビ
ル
10
階
）

会
員
総
数　

２
１
０
名

出
席
者　

１
２
０
名
（
委
任
状
提
出
者
94
名
）

出
席
会
員　

26
名

安
宅
り
さ
子
、
安
孫
子
正
、
壱
岐
照
美
、
伊
藤
（
舟
本
）
巴
子
、
伊
藤
洋
、

居
上
紗
笈
、
大
笹
吉
雄
、
大
島
信
久
、
小
川
幹
雄
、
小
田
切
洋
子
、
小
林

弘
文
、
坂
手
洋
二
、
真
藤
美
一
、
斎
明
寺
（
関
根
）
以
玖
子
、
曽
田
修
司
、

高
萩
宏
、
高
橋
幸
夫
、
永
井
多
恵
子
、
中
山
夏
織
、
林
英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、

堀
川
登
志
子
、
松
下
芳
江
、
松
田
和
彦
、
吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉

［
第
1
号
議
案
］（
旧
法
人
）
平
成
25
年
4
～
6
月
期
計
算
書
類
の
承
認

［
第
2
号
議
案
］（
現
法
人
）
第
一
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
財

産
目
録
承
認
の
件

［
第
3
号
議
案
］
顧
問
（
12
名
）
の
名
誉
会
員
へ
の
推
薦
に
つ
い
て

［
報
告
事
項
］
平
成
25
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
／
平
成
26
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
ほ
か

　

ま
ず
議
案
書
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
（
平
成
26
年
5
月
25

日
開
催
の
平
成
26
年
度
第
1
回
理
事
会
で
承
認
済
み
）
を
行
っ
た
の
ち
、

第
1
号
、
第
2
号
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
は
、
年
度

途
中
の
7
月
1
日
に
新
法
人
に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
法
人
の
第
24
期

（
平
成
25
年
4
月
1
日
～
6
月
30
日
）
の
決
算
と
新
法
人
の
第
1
期
（
平

成
25
年
7
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月
31
日
）
の
決
算
と
を
区
分
し
て
併
記

す
る｢

分
か
ち
決
算｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
1
号
議
案
は
前
者
の
、
第

2
号
議
案
は
後
者
の
決
算
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
審
議
し
、討
議
の
結
果
、

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
平
成
26
年
3
月
16
日
開
催
の
平
成
25

年
度
第
3
回
理
事
会
で
審
議
了
承
済
み
）
が
報
告
さ
れ
、
最
後
に
第
３
号

議
案
と
し
て
12
名
の
顧
問
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
提
案
を
行
い
、
原
案

通
り
全
員
の
賛
成
を
得
ま
し
た
。

　

推
薦
さ
れ
た
名
誉
会
員
は
次
の
各
氏
。

　

大
谷
信
義
、片
山
幽
雪
、迫
本
淳
一
、田
之
倉
稔
、野
村
萬
、波
多
野
敬
雄
、

福
地
茂
雄
、
藤
波
隆
之
、
堀
威
夫
、
松
岡
功
、
茂
木
七
左
衞
門
、
山
口
昌

紀
　

会
員
以
外
に
も
開
か
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
入
会
者
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
会
員
同

士
の
、
ま
た
会
員
以
外
に
も
開
か
れ
た
懇
談
会
（
意
見
交
換
会
）
の
開
催

が
要
望
と
し
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。現
状
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
オ
ー

プ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
事
業
委
員
会
や

会
員
個
別
の
活
動
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
理
事
会
で
も
具
体
策
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
書
、
議
事
録
を
ご
要
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
（
電
話
０
３
・
３
４
７
８
・
２
１
８
９
／m

ail@
iti-j.org

）。

新
法
人
移
行
後
初
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
平
成
26
年
度
通
常
総
会
を
開
催
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世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

が
タ
ッ
グ
を
組
む
「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
×
Ｉ
Ｔ
Ｉ
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
」。

２
０
１
２
年
の
第
1
期
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
で
第
４
弾
を
迎
え

ま
し
た
。
今
期
は
こ
れ
ま
で
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
「
演
劇
と
社
会
」「
世

界
の
同
時
代
演
劇
」
に
加
え
て
、
新
た
に
「
世
界
の
演
劇
教
育
を
知
る
」

シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心

　

英
国
王
立
演
劇
学
校
（RADA

）
の
校
長
を
長
く
務
め
た
演
出
家
の
ニ

コ
ラ
ス
・
バ
ー
タ
ー
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
の
系
統
だ
っ
た
俳
優
教
育
の
在
り
方

や
、
演
劇
学
校
を
〝
高
等
教
育
〟
の
レ

ベ
ル
に
押
し
上
げ
る
こ
と
で
生
徒
が
奨

学
金
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
教

育
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
拡
げ
た
と
い

う
教
育
機
関
の
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
世
界
演
劇
学
校
連
盟

（GATS

）
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
た
桐
朋
学
園
短
期
大
学
の
越
光
照
文

氏
と
、
翻
訳
家
で
日
中
演
劇
交
流
話
劇

人
社
事
務
局
長
の
菱
沼
彬
晁
氏
か
ら

は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
吸
収
し
た
中
央
戯
劇
学
院
の

演
劇
教
育
や
、
意
欲
的
な
作
品
を
発
表
し
続
け
る
劇
作
家
に
つ
い
て
、
中

国
現
代
演
劇
の
今
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
従
来
人
間
の
内
面
が
重
視
さ
れ

て
来
た
そ
の
演
技
シ
ス
テ
ム
が
身
体
面
か
ら
見
直
さ
れ
て
お
り
、
教
育
現

場
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ア
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
大
阪
所
長
で
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
堀
江
新
二
氏
に
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
演
劇
と
社
会
」
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
効
用
に
つ
い
て
演
出
家
の
西
川
信
廣
氏
に
、
演
劇
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
朝
日
新
聞
論
説
委
員
の
山
口
宏
子
氏
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い

た
だ
き
、「
世
界
の
同
時
代
演
劇
」
で
は
、
チ
ェ
コ
蔵
主
宰
ペ
ト
ル
・
ホ

リ
ー
氏
が
20
世
紀
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
演
劇
に
い
た
る
チ
ェ
コ
演
劇
の
流

れ
を
、
上
智
大
学
教
授
の
吉
川
恵
美
子
氏
に
は
「
人
権
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
演
劇
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、
多
様
な
切
り
口
で
世
界
の
同
時
代
演
劇
の
現
状
を
お
伝
え
す
る

当
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
。
今
後
の
展
開
に
ご
注
目
下
さ
い
。

　

会
場　

東
京
芸
術
劇
場

　

司
会　

高
宮
知
数
（
立
教
大
学
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
研
究
員
）

　

現
在
、
民
間
・
国
公
立
を
問
わ
ず
、
ど
の
劇
場
で
も
「
観
客
創
造
」
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
は
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、観
客
創
造
に
取
り
組
む
現
場
の
方
々
を
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
・
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ

「
世
界
の
演
劇
教
育
を
知
る
」
が
新
ス
タ
ー
ト

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
劇
場
文
化
と
観
客

創
造
」
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

ＩＴＩ日本センター 2014 年度事業報告

「人権」をキーワードにラテンアメリカ
演劇を語る上智大学教授の吉川恵美子氏
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そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
や
劇
団
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
福
岡
ま
で
、
劇
場
や
劇
団
、
フ
リ
ー
の
制
作
者
、
研
究
者

な
ど
、延
べ
約
１
０
０
名
が
参
加
。
議
論
は
、「〝
公
共
〟
と
は
な
に
か
」「
観

客
を
創
造
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」
な
ど
、
根
本
的
な
テ
ー
マ
に
ま
で

お
よ
び
、
異
な
る
立
場
・
環
境
で
活
動
す
る
舞
台
関
係
者
が
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
、
劇
場
や
舞
台
芸
術
の
意
義
を
再
考
し
、
よ
り
豊
か
な
劇
場
文

化
を
生
み
出
す
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
予
定
で
す

　
（
助
成　

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
［
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文

化
財
団
］）。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、他
の
演
劇
関
連
団
体
と
の
共
同
に
よ
り
、

次
代
の
観
客
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
第
一
回

「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

最
優
秀
賞
は
石
本
秀
一
さ
ん
（
早
稲
田
実
業
学
校
）

　

こ
の
催
し
は
、
高
校
生
が
劇
場
に
親
し
み
、
劇
評
を
書
く
こ
と
を
通
し

て
思
考
力
、
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
都
内
の
高
校
演
劇
関

係
者
や
都
内
各
劇
場
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
特

別
割
引
料
金
の
「
高
校
生
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
を
提
供
す
る
制
度
も
導
入
し
、

延
べ
３
５
１
名
の
高
校
生
が
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
劇
場
で
の
観
劇
の

機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
劇
評
の
応
募
総
数
は
77
編
。
そ
の
う
ち
10
編
が
優

秀
賞
に
、
石
本
秀
一
さ
ん
（
早
稲
田
実
業
学
校
高
等
部
一
年
）
の
書
い
た

N
O

DA

・M
AP

『M
IW

A

』
の
劇
評
「M

IW
A

―
―
愛
の
伝
道
師
そ
の
人

生
と
は
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
選
考
委
員
長
の
扇
田
昭
彦
氏

（
演
劇
評
論
家
）
は
、「
筆
者
の
分
析
力
と
批
評
性
が
感
じ
ら
れ
る
い
い
劇

評
だ
っ
た
。
公
演
を
見
て
い
な
い
人
に
も
舞
台
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に

書
か
れ
て
い
て
、
野
田
秀
樹
の
演
出
と
俳
優
た
ち
の
演
技
の
魅
力
に
も
き

ち
ん
と
具
体
的
に
触
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
の
感
動
と
若
々
し
い
知
性
が

感
じ
ら
れ
る
評
だ
っ
た
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
映
像
化
さ
れ
た
作
品
も
対
象
に

　

平
成
26
年
度
の
第
２
回
「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
２
０
１
４

年
4
月
以
降
の
公
演
を
対
象
と
し
、
関
東
圏
以
外
に
も
参
加
対
象
地
域
を

広
げ
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
な
ど
映
像
化
さ
れ
た
作
品
の
レ
ビ
ュ
ー
部
門
を
新

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
、

プ
ロ
の
書
き
手
に
よ
る
劇
評
の
書

き
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
人

材
養
成
に
い
っ
そ
う
力
点
を
置
い

た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
受

性
の
豊
か
な
若
い
世
代
が
劇
場
・

演
劇
と
出
会
う
た
め
の
育
成
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
観
客
を
劇
場
に
！

高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
、
参
加
圏
を
拡
大

「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
表
彰

式
に
『M

IW
A

』
作
・
演
出
の
野
田
秀

樹
氏
、
舞
台
美
術
の
堀
尾
幸
男
氏
も
出

席
＝
東
京
芸
術
劇
場
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
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現
代
演
劇
は
古
典
劇
に
学
べ
る
か
？
─
─
第
１
回
「
Ｉ
Ｔ

Ｉ
世
界
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〈
京
劇
・
日
本
舞
踊
〉」
が

２
０
１
４
年
８
月
19
日
か
ら
３
日
間
、
真
夏
の
暑
さ
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
国
北
京
の
中
央
戯
劇
学
院
で
演
技
、大
学
院
で
演
出
を
学
び
、

中
国
の
伝
統
劇
と
欧
米
演
劇
の
演
技
、
演
出
双
方
の
研
鑽
を
積
ん

だ
陳
剛
教
授
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。中
国
の
国
立
演
劇
大
学
に
は
、

す
べ
て
の
舞
台
芸
術
に
か
か
わ
る
学
科
が
あ
り
、
現
代
演
劇
と
古

典
演
劇
が
互
い
の
糧か
て

と
な
っ
て
、
俳
優
に
と
っ
て
の
新
し
い
訓
練

方
法
が
絶
え
ず
創
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
と
羨
ま
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

日
本
も
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
と
素
晴
ら
し
い
古
典
芸
術
を
持
っ

て
い
る
国
で
す
か
ら
、
演
劇
を
学
ぶ
学
生
や
若
い
劇
団
員
が
そ
の

入
口
に
立
っ
て
伝
統
文
化
の

豊
か
さ
を
知
り
、
現
代
の
舞

台
芸
術
に
生
か
す
機
会
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

　

日
本
舞
踊（
歌
舞
伎
舞
踊
）

の
手
引
き
は
、
花

柳
千
代
先
生
が
お

引
き
受
け
下
さ
い

ま
し
た
。
先
生
は
新
国
立
劇

場
オ
ペ
ラ
研
修
所
と
演
劇
研

修
所
、
二
期
会
オ
ペ
ラ
研
修
所
日
本
舞
踊
講
師
を
勤
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
日
本
舞
踊
の
基
礎
」
中
国
語
版
の
出
版
や
中
国

へ
の
舞
踊
公
演
な
ど
、
中
国
と
の
文
化
交
流
で
大
き
な
お
仕
事
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
陳
剛
教
授
が
目
白
の
お
稽
古
場
を
訪
ね

た
こ
と
を
と
て
も
お
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。

　

陳
剛
教
授
は
中
国
伝
統
劇
に
お
け
る
基
本
動
作
の
お
話
と
実

演
、
花
柳
千
代
先
生
は
日
本
舞
踊
の
歴
史
と
現
況
、
日
本
舞
踊
の

動
き
の
特
徴
を
お
話
に
な
っ
て
か
ら
、
基
礎
の
実
技
の
発
表
と
し

て
、
箏
曲
「
六
段
」、
地
唄
「
荒
れ
鼠
」
を
お
弟
子
さ
ん
方
が
踊
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
仙
川
に
あ
る
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
大
学
内
の
小
劇
場
で
陳
剛
さ
ん
の
中
国
伝
統
劇
に
お
け

る
基
本
動
作
、
基
本
様
式
の
組
み
合
わ
せ
訓
練
の
講
義
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
最
後
は
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
の
三
浦
剛
講

師
に
よ
る
「
現
代
演
劇
の
た
め
の
身
体
訓
練
」。
ア
ン
グ
ラ
や
暗

黒
舞
踏
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ソ
ッ
ド
に
通
じ
る
要
素
も
感
じ
ら

れ
、
3
人
の
先
生
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
宿
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
に
美
し
く
立
つ
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
…
…
千
代
先
生
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
訓
練
、訓
練
、そ
し
て
基
本
、規
則
を
し
っ
か
り
覚
え
て
ゆ
く
。

そ
れ
が
大
切
ね
。
あ
と
は
自
由
に
踊
る
…
…
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
は
型

を
打
ち
破
り
、
訓
練
さ
れ
た
体
で
自
由
に
踊
り
ま
す
」。

　

美
し
い
黒
地
の
着
物
姿
で
し
ゃ
き
っ
と
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
九
十
一
歳
に
な
ら
れ
る
千
代
先
生
で
し
た
。

　
（
俳
優
・
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
監
事
・
日
中
演
劇
交

流
話
劇
人
社
理
事
長
）

ＩＴＩ世界の演劇ワークショップ①

中
央
戯
劇
学
院
か
ら
陳
剛
教
授
を
招
い
て

現代劇は古典劇に学べるか？

報
告 

伊
藤
巴
子

花柳千代氏と京劇・日本舞踊交流
三浦剛氏は現代演劇のための身体訓練
桐朋学園芸術短期大学

参加者に京劇の指導をする陳剛教
授（左）　右は花柳千代氏（写真
提供＝東京新聞、撮影＝稲岡悟氏）
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「
ベ
ト
ナ
ム
舞
台
芸
術
関
係
者
中
期
招
へ
い
事
業VPAM

(Vietnam
 

Perform
ing Arts Experts M

id-term
 Invitation Program

)

は
、
国

際
交
流
基
金
のASEAN

諸
国
向
け
文
化
協
力
事
業
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
、
ハ
ノ
イ
で
活
躍
す
る
舞
台
芸
術
関
係
者
を
対
象
と
し
、
日
本

の
舞
台
制
作
の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
、
関
係
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
Ｖ
Ｐ
Ａ
Ｍ
運

営
事
務
局
と
し
て
、
3
月
23
日
の
来
日
か
ら
7
月
13
日
の
離
日
ま
で
の

１
１
２
日
間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
通
訳
・
ア
テ
ン
ド
、
宿
泊
や
移
動
の

ア
レ
ン
ジ
ま
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
担
い
ま
し
た
。

　

来
日
し
た
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
15
名
。

俳
優
、
舞
踊
家
、
舞
台
美
術
家
、
照
明
・

音
響
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
、
制
作
担
当
者

…
…
と
、
専
門
分
野
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
来
日
翌
日
か
ら
4

週
間
に
わ
た
る
座
学
や
視
察
、
観
劇
な

ど
に
よ
り
、
日
本
の
劇
場
と
そ
れ
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
知
っ
た
上

で
、続
く
8
週
間
は
、専
門
別
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
制
作
の
現
場
に
入
り
ま

し
た
。

　

通
常
の
業
務
の
中
で
の
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
受
け
入
れ
は
、
受
け
入

れ
先
機
関
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

現
場
で
も
メ
ン
バ
ー
の
疑
問
や
要
望
に
応
じ
た
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
運
営
事
務
局
と
し
て
、
受
け
入
れ
先
の
皆
様
へ

の
感
謝
の
念
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
　

日
本
体
験
を
テ
ー
マ
に
『Love Story

』
を
制
作

　

そ
の
後
、
西
日
本
の
劇
場
を
訪
問
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
最
後
に
、
神
戸

のDAN
CE BO

X

で
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
わ
ず
か
１
週
間
の

制
作
期
間
で
、
日
本
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
新
た
に
修
得
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
盛
り
込
ん
だ
、
4
カ
月
の
日
本
滞
在
の
集
大
成
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

約
40
分
の
作
品
『Love Story

』
を
創
作
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
帰

国
後
、
ハ
ノ
イ
で
も
現
地
の
マ
ス
コ
ミ
を
含
む
４
０
０
人
の
観
客
の
前
で

上
演
し
好
評
を
博
し
た
そ
う
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
来
日
か
ら
の
4
カ
月
、
事
務
局
は
彼
ら
の
前
に
な
っ
た
り
後

ろ
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
走
り
続
け
て
い
た
と
い
う

感
じ
で
す
が
、
体
験
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
こ
と
、
紹
介
し
た
か
っ
た
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
生
涯
二
度
と
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
だ
っ
た
」「
こ
の
経
験
を
一
生
忘
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

帰
国
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
き
っ
と
舞
台
芸
術
を
通
し
た
日
越
の
交
流

を
牽
引
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
感
動
的
な
4
カ
月
を

共
有
で
き
た
こ
と
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
と
っ
て
も
こ
の
上
な
い
幸
福
な
経
験

だ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。（
記
・
千
徳
美
穂
）

※
Ｉ
Ｔ
Ｉ
で
は
『
Ｖ
Ｐ
Ａ
Ｍ
報
告
書
』(

日
越
２
カ
国
語
、全
１
５
０
ペ
ー

ジ
＋
フ
ォ
ト
グ
ラ
ビ
ア
8
ペ
ー
ジ
、
発
行
＝
国
際
交
流
基
金)

の
編
集
も

担
当
し
ま
し
た
。
ご
購
読
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

国
際
交
流
基
金
「
ベ
ト
ナ
ム
舞
台
芸
術
関
係

者
中
期
招
へ
い
事
業
」
１
１
２
日
間
を
受
託

ＩＴＩ日本センター 2014 年度事業報告

俳
優
、
舞
踊
家
、
舞
台
美
術
家
─
─
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ノ
イ
で
活
躍
す
る
舞
台
芸
術
家
15
名

が
国
際
交
流
基
金
の
招
き
で
来
日
、
４
カ
月

の
全
日
程
を
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
ア
テ
ン
ド
し
た
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７
月
21
日
に
東
京
芸
術
劇
場
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
の
『
海

外
で
活
躍
す
る
「
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
３
弾
は
、『
原

サ
チ
コ
の
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ド
イ
ツ
演
劇
話
２
』
と
題
し
て
、
昨
年
に
引
続
き

原
サ
チ
コ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
原
さ
ん
ご
自
身
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ド
イ
ツ
劇
場
の
方
々
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
作
成
し
た
、
ま
さ
に
特
典
映
像
を
見
な
が
ら
の
お
話
で

し
た
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
日
々
舞
台
に
立
ち
続
け
る

原
さ
ん
。
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
達
な
つ
め
さ
ん
を
聞
き
手
に
、
実

に
分
か
り
や
す
く
、
実
感
の
こ
も
っ
た
そ
の
お
話
し
っ
ぷ
り
は
、
ま
さ
に

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
『
ぶ
っ
ち
ゃ
け
』
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大
変
に
興
味
深
い

お
話
ば
か
り
で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
充
実
の
２
時
間
で
し
た
。

　

舞
伎
座
興
行
１
０
０
年
、
宝
塚
少
女
歌
劇
１
０
０
年

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
協
会
の
共
催
に
よ
る
「
演
劇
人
祭

特
別
篇
」が
10
月
26
日
、歌
舞
伎
座
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
演
劇
人
祭
は
、

公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
協
会
の
主
催
に
よ
り
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）

以
来
５
年
お
き
に
開
催
さ
れ
て
き
た
歴
史
の
あ
る
催
し
で
す
。

　

２
０
１
４
年
は
松
竹
株
式
会
社
が
歌
舞
伎
座
で
の
興
行
を
始
め
て

１
０
０
年
、
宝
塚
歌
劇
団
が
宝
塚
少
女
歌
劇
と
し
て
誕
生
し
初
公
演
か
ら

１
０
０
年
と
い
う
、
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、

歌
舞
伎
と
宝
塚
歌
劇
の
こ
れ
ま
で
の
海
外
公
演
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
国

際
化
が
進
む
時
代
の
中
で
の
日
本
演
劇
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
べ
く
、
当

協
会
が
主
催
に
加
わ
っ
て
、「
演
劇
人
祭 

特
別
篇
」
と
し
て
開
催
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
催
し
は
、
主
催
二
団
体
を
力
強
く
支
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
松
竹
株
式
会
社
、
東
宝
株
式
会
社
の
協
賛
、
宝
塚

歌
劇
団
、
歌
舞
伎
座
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
に
檀
れ
い
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
中
村
梅
玉
さ
ん
、
鳳
蘭
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
う
座
談
か
ら
始
ま
り
、
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
と
市
川
中
車

さ
ん
に
よ
る
朗
読
劇
『
瞼
の
母
』、
柚
希
礼
音
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
宝

塚
歌
劇
団
星
組
の
皆
さ
ん
に
よ
る『
宝
塚
歌
劇
１
０
０
・
夢
紡
ぎ
続
け
て
』、

梅
若
玄
祥
さ
ん
と

藤
間
勘
十
郎
さ
ん

の
舞
踊
『
花
月
』、

最
後
は
、
坂
東
玉

三
郎
さ
ん
の
地
唄

舞
『
鉤
簾
の
戸
』

な
ど
、
当
代
一
流

の
出
演
者
に
よ
る

多
彩
な
演
目
…
…

満
場
の
お
客
様
を

お
迎
え
し
て
、
華

や
か
な
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
・
日
本
演
劇
協
会
共
催

「
演
劇
人
祭  

特
別
篇
」
歌
舞
伎
座
を
満
席
に

「
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

原
サ
チ
子
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ド
イ
ツ
演
劇
話
②

お
詫
び　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
演
劇
人

祭
・
特
別
篇
」
に
お
い
て
、
主
催
者
側
の
不
手
際
に
よ
り
総
合
司
会

檀
れ
い
様
の
お
名
前
・
写
真
を
当
日
配
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

↑「演劇人祭  特別篇」で賑わう歌舞伎座入口
↓歌舞伎座の大舞台で座談会＝左から ITI 会長・
永井多恵子、ITI 副会長・安孫子正、中村梅玉、
鳳蘭、日本演劇協会会長・植田紳爾の各氏
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▽
作
＝
ニ
ル
・
パ
ル
デ
ィ(N

ir Paldi)

▽
訳
＝
角
田
美
知
代
▽
演
出
＝
大

谷
賢
治
郎
▽
出
演
＝
板
津
未
来
、
尾
川
詩
帆
、
小
山
萌
子
、
佐
原
由
美
、

土
井
真
波
、
古
舘
一
也　

演
奏
＝
鈴
木
正
人

　

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
す
る
多
国
籍
劇
団Theatre Ad Infinitum

に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
一
昨
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
フ
リ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
大
賞
を
受
賞
、
現
在
、
英
国
ツ
ア
ー
中
の
作
品
だ
。
劇
団
は
パ
リ

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
コ
ッ
ク
国
際
演
劇
学
校
の
卒
業
生
た
ち
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー
を
基
本
と
す
る
団
体
で
あ
る
。

　

作
・
演
出
・
主
演
の
ニ
ル
・
パ
ル
デ
ィ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
で
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
同
時
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
」
と
し
て
捉
え
、
紛
争
と
占

領
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
心
理
に
ど
の
よ
う
な
影
響
と
分
裂
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
か
を
「
キ
ャ
バ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
」
を
使
っ
て
描
き
出
し
た
と
い
う
。

　

19
日
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
終
了
後
に
、
細
田
和
江
さ
ん
（
イ
ス
ラ
エ

ル
文
学
・
文
化
、
中
央
大
学
）
と
作
者
ニ
ル
・
パ
ル
デ
ィ
さ
ん
の
ト
ー
ク

が
あ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
生
ま
れ
、
３
歳
の
時
に
入
植
地
に
引
っ
越
し
た

ニ
ル
さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
話
さ
れ
、
そ
の
体
験
が
こ
の
作
品
の

原
点
に
な
っ
た
と
い
う
。
差
別
さ
れ
迫
害
さ
れ
た
被
害
者
と
し
て
の
歴
史

を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
今
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
差
別
し
領
土
を
奪
い
迫
害

す
る
側
に
い
る
と
い
う
現
実
と
そ
の
皮
肉
さ
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

20
日
の
公
演
終
了
後
に
は
、「
１
９
１
４
─
２
０
１
４
と
演
劇
～
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
視
点
か
ら
～
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ニ
ル
・
パ
ル
デ
ィ
さ
ん
、
佐
和
田
敬
司
さ
ん(

翻
訳
家
、

早
稲
田
大
学
教
授)

、
吉
川
恵
美
子
さ
ん
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
演
劇
、
上

智
大
学
教
授
）
で
、
司
会
は
七
字
英
輔
さ
ん
（
演
劇
評
論
家
）。

　

パ
ル
デ
ィ
さ
ん
に
よ
る
、
入
植
地
に
住
む
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
状
況
、
自

分
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
な
の
か
ユ
ダ
ヤ
人
な
の
か
と
い
う
パ
ル
デ
ィ
さ
ん
の

抱
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
話
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
観
客
の
反
応
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
が
興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
、
パ
ル
デ
ィ
さ
ん
の
話
で
は
、

各
シ
ー
ン
の
ほ
と
ん
ど
を
踊
り
続
け
、
踊
り
で
そ
の
場
所
（
戦
争
の
シ
ー

ン
、
バ
ス
の
中
の
シ
ー
ン
等
々
）
を
表
現
し
、
か
つ
語
り
歌
う
と
い
う
創

り
方
だ
っ
た
と
い
う
。
も
と
も
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ア
タ
ー
を
基
本
と
す

る
作
品
だ
か
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
無
理
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

音
楽
を
上
手
く
使
っ
た
演
出
で
面
白
く
拝
見
で
き
た
。 

　

佐
和
田
敬
司
さ
ん
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る「
ア
ン
ザ
ッ
ク
神
話
」

と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
人
の
話
、
吉
川
恵
美
子
さ
ん
の
「
メ
キ
シ
コ
で
は
、
演
劇

は
武
器
。
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
話
な
ど
、
刺
激

的
で
興
味
深
い
指
摘
が
多
か
っ
た
が
、詳
し
く
触
れ
る
に
は
紙
数
が
な
い
。

私たちは戦争、暴力、支配を超えられるか？
1914 ─ 2014　第一次世界大戦から 100 年

吉岩  正晴
報　告 

演出家・ＩＴＩ日
本センター副会長

　

国
際
演
劇
協
会
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
芸
術
と
平
和
構
築
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
受
け
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
各
国
セ
ン
タ
ー
が
「
紛
争
地
域
の
演

劇
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
セ
ン
タ
ー
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
２
０
０
９
年
に
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま

れ
た
演
劇
」
企
画
を
開
始
し
、
今
年
度
で
６
回
目
を
迎
え
た
。
こ
の
企
画
は
、
平
成
26
年
度
文
化
庁
「
次
代
の
文
化
を
創
造
す

る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
」
の
支
援
に
よ
り
、
日
本
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
国
際
演
劇
年
鑑
」
の
調
査
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
「
私
た
ち
は
戦
争
、
暴
力
、
支
配
を
超
え
ら
れ
る
か
？　

１
９
１
４
─
２
０
１
４　

第
一
次
世
界
大

戦
か
ら
１
０
０
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
、
特
別
講
座
、
ト
ー
ク
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を

通
し
て
、
Ｕ
Ｋ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
戯
曲
（
日
本
初
訳
・
初
演
）
を
紹
介
し
た
。
12
月
19
日
─

23
日
、
東
京
芸
術
劇
場
の
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト
で
行
わ
れ
、
毎
回
満
席
と
な
っ
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
定
着
を
示
し
た
。

燃
え
る
ス
タ
ア
の
バ
ラ
ッ
ド

Ballad of the Burning Star

（
Ｕ
Ｋ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
）

日
本
初
訳
・
初
演
の
３
作
品

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
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▽
作
＝
ウ
ォ
レ
・
シ
ョ
イ
ン
カ(W

ole Soyinka)

▽
訳
＝
粟
飯
原
文
子

▽
出
演
＝
新
井
純

　

翻
訳
者
の
粟
飯
原
文
子
さ
ん
か
ら
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
出
身
の
作
家
ウ
ォ

レ
・
シ
ョ
イ
ン
カ
と
作
品
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
演
劇
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
１
９
８
６
年
に
ア
フ
リ
カ
初

と
な
る
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
シ
ョ
イ
ン
カ
は
１
９
３
４
年
生
ま

れ
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
文
学
を
学
び
、
１
９
５
０
年

代
後
半
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
劇
場
に
勤
務
。
こ
の
頃
か

ら
次
々
と
戯
曲
を
発
表
し
て
い
く
。『
狂
人
と
専
門
家
』
は
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
内
戦
（
ビ
ア
フ
ラ
戦
争
、
１
９
６
７—

７
０
年
）
の
最
中
に
投
獄
さ

れ
た
経
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
作
品
で
、「
戦
争
を
遠
景
に
、
権
力
欲
に

の
ま
れ
、
悪
に
手
を
染
め
た
医
師
を
主
人
公
に
据
え
、
人
間
性
を
奪
う
戦

争
の
狂
気
を
不
条
理
劇
の
手
法
で
描
い
た
作
品
」
だ
と
い
う
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
新
井
純
さ
ん
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
作
品
の
一

部
が
紹
介
さ
れ
た
。
特
別
講
座
終
了
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
と
演
劇

～
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
２
０
世
紀
、
現
代
～
」
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は

鴻
英
良
さ
ん
（
演
劇
批
評
）、
西
堂
行
人
さ
ん
（
演
劇
評
論
家
、
近
畿
大

学
教
授
）、
坂
手
洋
二
さ
ん
（
劇
作
家
・
演
出
家
、
燐
光
群
主
宰
）
で
、

司
会
は
七
字
英
輔
さ
ん
（
演
劇
評
論
家
）。
古
今
東
西
の
演
劇
作
品
で
戦

争
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
、
日
本

を
含
む
世
界
の
そ
こ
こ
こ
で
起
こ
る
紛
争
に
対
し
て
芸
術
・
演
劇
は
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
れ
る
の
か
、
幅
広
い
議
論
が
な
さ
れ
た
。
西
堂
さ

ん
の
（
加
害
者
と
被
害
者
と
い
う
立
場
か
ら
考
え
る
と
）「
日
本
の
戦
争

映
画
・
演
劇
・
小
説
で
は
、
被
害
者
の
立
場
か
ら
の
も
の
が
非
常
に
多
い
」

と
い
う
指
摘
は
刺
激
的
な
新
発
見
だ
っ
た
。

▽
作
＝
シ
ャ
ー
ヒ
ド
・
ナ
デ
ィ
ー
ム
▽
訳
＝
村
山
和
之
▽
演
出
＝
西
沢
栄

治
▽
出
演
＝
明
樹
由
佳
、
円
城
寺
あ
や
、
加
藤
明
美
、
小
暮
美
幸
、
大
美

穂
、
村
井
雄

　

ブ
ル
カ
と
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
が
外
出
時
に

全
身
を
隠
す
コ
ー
ト
ま
た
は
ヴ
ェ
ー
ル
の
こ
と
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
近
未
来

に
お
け
る
「
ブ
ル
カ
強
制
時
代
」
を
設
定
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
を
通
じ
て
社

会
風
俗
を
滑
稽
か
つ
シ
ニ
カ
ル
に
描
い
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
を
代
表
す

る
劇
団
の
一
つ
ア
ジ
ョ
ー
カ
ー
劇
場
で
２
０
０
７
年
３
月
に
上
演
さ
れ
た

が
、
４
月
に
上
演
禁
止
さ
れ
、
５
月
に
再
演
が
許
さ
れ
て
現
在
ま
で
上
演

が
続
い
て
い
る
。
作
者
の
ナ
デ
ィ
ー
ム
に
よ
る
と
「
ブ
ル
カ
は
今
や
超
保

守
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
象
徴
。
西
洋
世
界
へ
の
抵
抗
、
女
性
の
人
権
の
否

定
、
退
化
し
た
政
治
意
識
し
か
も
た
ぬ
過
激
主
義
者
た
ち
の
も
の
」
な
の

だ
と
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
上
演
で
は
、
最
後
に
登
場
人
物
全
員
が
ブ
ル
カ

を
は
ね
上
げ
る
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
や
ブ
レ
ア
ら
の
顔
が
現
れ
、
舞
台
上
の
大

き
な
パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
ブ
ル
カ
の
女
性
の
絵
が
め
く
り
上
げ
ら
れ
る
と

素
顔
の
美
し
い
少
女
の
顔
が
現
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
終
幕
だ
っ
た
。

　

公
演
終
了
後
、
翻
訳
者
の
村
山
和
之
さ
ん
（
南
・
西
ア
ジ
ア
文
化
研
究
、

和
光
大
学
・
中
央
大
学
）
の
ト
ー
ク
、
23
日
の
公
演
後
に
は
、
翻
訳
者
、

演
出
家
、
出
演
者
に
加
え
、
新
野
守
広
さ
ん
（
立
教
大
学
教
授
）、
宗
重

博
之
さ
ん
（
劇
団
黒
テ
ン
ト
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
公
演
で
は
出
演
者
全
員
が
ブ
ル
カ
を
被
っ
て
演
じ
た

が
、「
ブ
ル
カ
を
着
け
て
い
る
と
お
客
の
顔
を
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
が
、

最
後
に
ブ
ル
カ
を
取
っ
て
挨
拶
し
た
時
、
も
の
凄
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
」

（
円
城
寺
あ
や
さ
ん
）
と
い
う
話
が
、
村
山
さ
ん
の
「
ブ
ル
カ
を
着
る
と

透
明
人
間
に
な
れ
る
」
と
い
う
話
と
重
な
っ
て
面
白
か
っ
た
。 

ブ
ル
カ
ヴ
ァ
ガ
ン
ザ

Burqavaganza

（
パ
キ
ス
タ
ン
）

【
Ｉ
Ｔ
Ｉ
特
別
講
座
】
狂
人
と
専
門
家

M
adm

en and Specialists

（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）

第６回「紛争地域から生まれた演劇」
ユネスコ「芸術と平和構築」キャンペーン
平成 26 年度文化庁「次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」 日

本
初
訳
・
初
演
の
３
作
品

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
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第
20
回
（
２
０
１
３
年
度
）
内
村
賞
は
、

11
年
、
12
年
に
上
演
さ
れ
た
作
品
が
選
考

対
象
と
な
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
ベ
ル

ギ
ー
）
の
マ
ル
ニ
劇
場
で
11
年
９
～
10
月

に
上
演
さ
れ
た
「
ピ
カ　

ド
ン
（
ヒ
ロ
シ

マ
）
─
─
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
」
に
対
し

て
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
13
年
５
月
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
理
事
会

で
決
定
）。
14
年
３
月
27
日
の
ワ
ー
ル
ド
・

シ
ア
タ
ー
・
デ
イ
当
日
、Ｉ
Ｔ
Ｉ
ベ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
授
賞
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
同
作
品
の
作
者
ア
レ
ッ
ク
ス
・

ロ
レ
ッ
テ
氏
に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
作
品
は
原
爆
が
ヒ
ロ
シ
マ
の
被
曝
者

に
与
え
た
影
響
を
現
代
の
視
点
か
ら
叙
情

的
か
つ
批
評
的
に
と
ら
え
、
こ
の
災
禍
を

引
き
起
こ
し
た
人
間
の
愚
か
し
さ
を
静
か

に
、そ
し
て
強
く
告
発
す
る
舞
台
で
し
た
。

2014 年 10 月　秋のベルリンから　●庭山由佳●会員通信
　

芸
術
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
秋
。
欧

州
で
は
夏
期
休
暇
が
終
わ
り
、
と
同
時
に
交
通
機
関

の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
の

各
劇
場
は
今
シ
ー
ズ
ン
に
プ
レ
ミ
ア
を
迎
え
る
新
作

の
稽
古
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
文
化
庁
新
進

芸
術
家
海
外
研
修
制
度
に
て
２
０
０
７
年
秋
か
ら
09

年
秋
ま
で
研
修
し
た
ベ
ル
リ
ン
ド
イ
ツ
座
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ク
部
に
こ
の
秋
よ
り
復
帰
し
、
本
日
は
イ
プ

セ
ン
『
海
の
夫
人
』
の
稽
古
初
日
で
し
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
劇
場
に
は
、
私
の
留
学
中
と
比
べ
る

と
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
顕
著
な
の

は
、
芸
術
監
督
の
交
代
し
た
マ
キ
シ
ム
ゴ
ー
リ
キ
ー

劇
場
で
し
ょ
う
。
新
監
督
は
ト
ル
コ
人
街
に
あ
る
小

劇
場
の
芸
術
監
督
か
ら

一
躍
出
世
を
遂
げ
た
女

性
で
、
座
付
の
俳
優
作

家
演
出
家
を
「
多
文
化

共
生
」
的
な
面
々
に
入
れ
替
え
、
就
任
初
シ
ー
ズ
ン

に
し
て
年
間
最
優
秀
劇
場
賞
を
勝
ち
取
っ
た
ば
か

り
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
作
品
は
、
栄
え
あ
る
ネ
ス

ト
ロ
イ
賞
に
輝
い
た
『Com

m
on Ground

』
で
す
。

　

こ
の
作
・
演
出
家
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
女
性
ヤ
エ
ル
・

ロ
ネ
ン
氏
、２
０
１
２
年
に
東
京
で
上
演
さ
れ
た『
第

三
世
代
』（ITI

日
本
セ
ン
タ
ー
主
催
）
の
作
家
で
、

そ
の
折
に
は
来
日
し
て
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
に
登
壇

し
ま
し
た
。『Com

m
on Ground

』
は
、
バ
ル
カ

ン
史
を
、
そ
の
戦
禍
に
い
た
市
民
の
「
声
」
を
現
地

リ
サ
ー
チ
し
て
ま
と
め
戯
曲
化
し
た
、
生
の
そ
し
て

同
時
代
の
政
治
的
な
作
品
で
、
演
劇
で
し
か
体
現
で

き
な
い
手
法
で
場
面
が
次
々
展
開
し
て
ゆ
く
、
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
舞
台
制
作
者
・
ベ
ル
リ
ン
ド
イ
ツ
座
所
属
）

ネ
ス
ト
ロ
イ
賞

『Com
m

on G
round

』

第
20
回
内
村
直
也
賞

　

内
村
直
也
賞　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
の
第
３
代

会
長
の
故
内
村
直
也
氏
＝
写
真
＝
の
遺
志
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
こ
の
賞
は
、
日
本
が
外
国
の
芸
術
家
を
対
象
に
毎
年
出
し

て
い
る
数
少
な
い
賞
の
一
つ
で
、
海
外
で
日
本
の
文
化
を

学
び
、
舞
台
芸
術
の
創
作
に
と
り
組
ん
だ
作
り
手
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
国
際

的
な
演
劇
賞
と
し
て
の
評
価
は
高
く
、
日
本
セ
ン
タ
ー
は
創

設
以
来
こ
の
賞
の
管
理
運
営
の
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「ピカ　ドン（ヒロシマ）
忘れられない記憶」に
Pika Don L'impossible oubli

受賞作を大きく扱ったウェブ上の劇評 RUE DU THÉÂTRE（演劇街）
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■ 観 客 変 革 会 議 　Audience (R)Evolution 
Convening　アメリカ合衆国（カンザスシ
テ ィ）　2015 年 ３ 月 ２ ５ ～ ２ ７ 日。 ア メ
リカの非営利地域劇場の全国組織である
TCG(Theatre Communication Group) が企画
運営し、劇場における観客参加と地域連携の
成功モデルを紹介する。
　Information: http://www.tcg.org/events/
ar/2015/info.cfm
　Contact: audiencerev@tcg.org
■ ASSITEJ Iceland　国際青少年パフォーミ
ングアーツフェスティバル　アイスランド

（レイキャビク）　2015 年４月 21 ～ 26 日。
　レイキャビク児童文化フェスティバルと同
時開催。
　Information: www.assitej-international.
org/news/
　Contact:  assitej.iceland@gmail.com
■ 国 際 会 議「 舞 台 上 の 身 体： テ ク ノ ロ
ジ ー に 対 す る 演 技 Bodies On Stage: Acting 
Confronted By Technology (Take 2)”　 フラ
ンス（パリ）　2015 年６月 15 ～ 17 日。
　Information:www.firt-iftr.org/item/348-
call-for-papers-bodies-on-stage-acting-　
confronted-by-technology-take-2
■プラハ・カドリエンナーレ　チェコ（プラ
ハ）　2015 年６月 18 ～ 28 日。舞台美術の
世界最大のイベント。ヨーロッパにある 11
の舞台美術団体との連携により、シンポジ
ウム、会合、展示などを行う。2015 年のメ
インテーマは「SharedSpace: Music Weather 

Politics 共有された空間：音楽気象政治学」。
　Information: http://www.pq.cz/en/pq-
2015.html
　Contact: Eva Riebová, eva.riebova@pq.cz 
■古代ギリシャ演劇国際フェスティバル
／ キ プ ロ ス（ ニ コ シ ア ）　2015 年７月。
Paphos Ancient Odeon ほか古代の野外円
形劇場で国際色に富んだ演劇作品が上演さ
れる。
　Information: www.greekdramafest.com
Contact: Christos Georgiou, Executive 
Director, Cyprus Centre of ITI, ccoiti@
cytanet.com.cy
■ ANTI 現代アートフェスティバル／フィ
ンランド（クオピオ）　2015 年９月 1 ～
6 日。フィンランド・クオピオ市の公共空
間において、ライブ、音楽、視覚芸術、テ
キストなどさまざまなアート様式のサイト
スペシフィックな作品を提供するフェス
ティバル。
　Information: www.antifestival.com
　Contact: info@antifestival.com
■ Between the Seas Festival　アメリカ合
衆国（ニューヨーク）　2015 年９月 7 ～
１３日。地中海世界とそれ以外の地域の
アーティストがコラボレーションを行う。
　Information: www.betweentheseas.org
　Contact: betweentheseasfestival@gmail.
com
※上記イベントに興味のある方は、ITI 日
本センター事務局にお問い合わせ下さい。

世界のＩＴＩセンター　イベントカレンダー（2015 年３月～）



　

世
界
大
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

何
が
話
さ
れ
て
い
る
か
、
言
葉
と
し
て

は
理
解
で
き
て
も
、
文
脈
が
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
し
ば
し
ば

感
じ
ま
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
さ

え
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る
可
能
性
は
格
段
に
広

が
る
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
曽
田
）
▲
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
黄
昏
れ
て
い
た
。
日
本
も
日
暮
れ
て
る
し
─
─

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
が
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
を
食
べ
、
今
度
は

チ
ャ
イ
ナ
マ
ネ
ー
を
食
べ
に
上
海
へ
移
転
─
─
目

で
見
る
世
界
の
歴
史
だ
。
一
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演

劇
」
が
年
々
、
観
客
動
員
数
を
増
や
し
て
い
る
。

中
近
東
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど

の
「
夜
明
け
の
前
が
一
番
暗
い
」
国
々
の
作
品

が
重
い
衝
撃
と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。（
菱
沼
）
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入　

会　

直
江　

早
苗
（
舞
踊
）

吉
村　

桂
充
（
上
方
舞
）

個
人
会
員
か
ら
団
体
会
員
へ

オ
ン
パ
ロ
ス 

ダ
ン
ス 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
居
上
貞
之
）

日
本
舞
踊
尾
上
流
事
務
所

（
尾
上
墨
雪
）

山
の
手
事
情
社（
福
富
は
つ
み
）

　
　

退　

会　
　

安
部　

陽
子

北
村　

充
史

酒
井　

誠

　
　

ご
逝
去　
　

高
橋
昌
也
（
1
月
）

朝
倉　

攝
（
3
月
）

金
春
惣
右
衛
門
（
3
月
）

藤
波
隆
之
（
8
月
）

大
山
勝
美
（
10
月
）

・
顧
問
で
名
誉
会
員
の
片
山

幽
雪
さ
ん
が
２
０
１
５
年
1

月
13
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

受
賞
・
叙
勲　
　

▽
第
21
回
読
売
演
劇
大
賞　

　

芸
術
栄
誉
賞　

朝
倉
攝

▽
第
64
回
芸
術
選
奨
文
部
科

　

学
大
臣
賞　

大
笹
吉
雄

▽
第
39
回
菊
田
一
夫
演
劇
賞

　

特
別
賞　

草
笛
光
子

▽
２
０
１
３
年
度　

朝
日
賞

　

仲
代
達
矢

▽
紫
綬
褒
章　

坂
東
玉
三
郎

（２０１4 年１月～ 12 月） 順不同・敬称略会  員  消  息

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン

タ
ー
で
は
、
舞
台
芸
術
・
放
送
芸
術
を

通
し
た
国
際
交
流
に
関
心
を
お
持
ち
の

個
人
・
団
体
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
会
員
に
は『
国
際
演
劇
年
鑑
』

な
ど
セ
ン
タ
ー
発
行
の
出
版
物
が
無
料

で
配
布
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
主
催
・
共
催

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
に
割
引
料
金
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

海
外
公
演
の
現
地
連
絡
サ
ポ
ー
ト

　

海
外
の
演
劇
祭
へ
の
参
加
や
海
外
公

演
な
ど
を
お
考
え
の
方
に
は
、
現
地
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
を
当
セ
ン
タ
ー
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

詳
細
・
お
申
し
込
み
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
く
か
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▽
個
人
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
２
、０
０
０
円

▽
団
体
会
員　

入
会
金
６
、０
０
０
円

年　

会
費
１
８
、０
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

入
会
金
な
し　

　

年
会
費
１
８
、
０
０
０
円
～

１
０
０
、０
０
０
円
（
一
口
）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は

個
人
、
団
体
会
員
を
募
集
中
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